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小
論
は
、
地
方
劇
の
脚
本
　
歌
詞
の
字
句
を
相
互
に
比
較
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
劇
種
間
の
親
疎
関
係
を
明
ら
か
に
し
、
脚
本
の
伝

播
過
程
を
推
定
し
よ
う
と
す
る
試
教
で
あ
る
。
例
題
と
し
て
、
皮
黄

・
椰
子
系
地
方
劇
に
広
く
分
布
す
る
伝
統
演
目

『秦
香
蓮
』
の
歌

詞

・
脚
本
を
と
り
あ
げ
る
。

一

『
秦
香
蓮
』

（別
名

『
釧
美
案
し

に
つ
い
て

―
―
梗
概
、
上
演
頻
度

の
高
さ
、
観
客
の
社
会
階
層

の
広
さ

各
地
方
劇

『奏
香
蓮
』
の
代
表
と
し
て
、
現
行
の
京
劇
の
梗
概
を
左
に
示
す
。
（　
）
内
は
折
子
名
。

北
宋
、
湖
広
の
士
人
　
陳
世
美
は
、
妻

・
秦
香
蓮
と
別
れ
、
都
に
の
ぼ
り
試
験
を
受
け
、
状
元
に
な
っ
た
。
劉
后
は
陳
の
才
能
を

め
で
、
皇
姑
と
の
結
婚
を
勧
め
る
。
陳
は
既
婚
者
で
あ
る
こ
と
を
隠
し
、
騎
馬
と
な
っ
た
。
陳
の
故
郷
は
飢
饉
に
見
舞
わ
れ
、
陳
の

両
親
も
死
ぬ
。
秦
香
蓮
は
息
子

・
冬
寄
と
娘

・
春
妹
を
連
れ
、
都
に
の
ぼ
る
。
宿
屋
の
主
人

・
張
三
陽
か
ら
事
情
を
聞
い
た
秦
は
陳
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の
屋
敷
に
押
し
か
け
る
。
陳
も
後
悔
の
念
に
か
ら
れ
る
が
、
結
局
妻
子
を
認
知
せ
ず
に
追
い
出
し
た
。
∩
聞
宮
し

秦
香
蓮
は
、
宰
相
の
王
延
齢
に
直
訴
す
る
。
王
は
一
計
を
案
じ
、
秦
を
琵
琶
弾
き
の
芸
人
に
扮
さ
せ
て
、
陳
の
誕
生
祝
い
の
席
に

呼
び
寄
せ
る
。
秦
は
自
分
の
身
の
上
を
歌
う
。
陳
の
心
は
再
び
揺
れ
動
く
が
、
結
局
、
認
知
を
拒
む
。
含
琵
琶
詞
し

陳
世
美
は
、
ひ
そ
か
に
家
将
の
韓
漠
を
遣
わ
し
、
妻
子
を
殺
さ
せ
よ
う
と
し
た
。
秦
香
蓮
母
子
は
柳
林
池
で
追
い
付
か
れ
、
三
官

堂
に
隠
れ
る
。
韓
が
刀
を
振
り
上
げ
殺
そ
う
と
す
る
と
、
秦
は
一次
な
が
ら
に
実
情
を
訴
え
る
。
韓
は
殺
す
に
忍
び
な
く
な
り
、
自
刻

し
て
果
て
、
母
子
を
逃
が
す
。
３
殺
廟
」
又
名

「柳
林
池
」
、
〓
一官
堂
し

秦
香
蓮
は
包
丞
の
も
と
へ
行
き
、
陳
の
非
道
を
訴
え
た
。
包
は
陳
を
お
び
き
ょ
せ
、
秦
と
対
決
さ
せ
る
。
包
は
陳
に
妻
子
を
認
知

す
る
よ
う
勧
告
す
る
が
、
陳
は
鮒
馬
で
あ
る
こ
と
を
た
の
み
、
強
弁
を
く
り
か
え
す
。
包
は
怒
り
、
陳
を
逮
捕
す
る
。
急
を
聞
い
た

太
后
と
皇
姑
が
駆
け
つ
け
、
陳
の
釈
放
を
迫
る
。
大
后
の
剣
幕
に
さ
す
が
の
包
丞
も
屈
し
、
秦
に
銀
三
百
両
を
渡
し
帰
郷
を
勧
め
る
。

が
、
包
ス
は
秦
の
絶
望
の
涙
を
見
て
、
自
分
の
冠
を
投
げ
捨
て
、
陳
を

「測
」
し
た
。
∩
鋼
美
案
し

右
の

『秦
香
蓮
』
は
、
地
方
劇
と
し
て
は
極
め
て
ポ
ピ

ュ
ラ
ー
な
演
目
で
あ
る
。

そ
の
上
演
頻
度
は
比
較
的
高
か
っ
た
。
例
え
ば
、
周
明
泰

『
五
十
年
来
北
平
戯
劇
史
材
』
前
編
に
よ
る
と
、
同
書
に
記
録
さ
れ
て
い
る

清
末
　
北
京
の
椰
子
　
皮
黄
班
四
〇
班
の
う
ち
、
「殺
廟
」
か

「釧
美
案
」
を
、
な
い
し
そ
の
両
方
を
演
じ
て
い
た
劇
団
は
二
六
班

に
達

す
る

（最
も
多
く
の
劇
団
に
よ
っ
て
演
じ
ら
れ
た

『
賜
福
』
さ
え
二
九
班
で
、
し
か
も
こ
れ
は
開
場
戯
用
の
特
殊
な
演
目
で
あ
る
）。
ま

た
同
書
後
編
に
記
録
さ
れ
て
い
る
、
清
末
か
ら
民
国
に
か
け
て
の
公
演
総
数

一
二
八
八
回
の
う
ち
、
実
に
約
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
に
あ
た
る
二

六
公
演
に
お
い
て

『秦
香
蓮
』
（た
だ
し
、
ほ
と
ん
ど

「釧
美
案
」
の
一
折
子
の
み
）
が
上
演
さ
れ
た
。

『秦
香
蓮
』
の
観
客
の
社
会
階
層
も
多
岐
に
渡

っ
た
。
筆
者
の
計
算
に
よ
れ
ば
、
右
の
二
六
公
演
で
上
演
さ
れ
た
の
べ

一
五
三
演
目
中
、

『秦
香
蓮
』
は
の
べ
第
五
二
番
日
に
演
じ
ら
れ
た

（す
な
わ
ち
、　
一
回
の
公
演
で
演
じ
ら
れ
る
平
均
五
　
八
演
目
の
う
ち
平
均
第
二
番
目

に
演
じ
ら
れ
た
）。
こ
の
数
値
は
、
「秦
香
蓮
』
が

「早
軸
子
」
に
演
じ
ら
れ
る
大
衆
的
な
演
目
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
。　
一
方
、
地
方
劇

『
秦
香
蓮
』
の
観
客
は
大
衆
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
例
え
ば
、
経
学
者
の
焦
循
は

『
花
部
農
諄
』
に
お
い
て

『
賽
琵
琶
』
禽
秦
香
蓮
』
劇

の
一
種
。
た
だ
し
あ
ら
す
じ
は

「釧
美
案
」
系
と
か
な
り
違
う
）
を
絶
賛
し
た
し
、
西
太
后
の
義
弟

・
醇
賢
親
王
は
王
府
で

「釧
美
案
」

を
上
演
さ
せ
た
。
―
―
そ
も
そ
も
旧
中
国
社
会
に
於
い
て
、
地
方
劇
ほ
ど
広
範
な
社
会
階
層
に
浸
透
し
て
い
た
メ
デ
ィ
ア
は
ま
れ
で
あ
る
。

文
盲
ゆ
え
自
話
小
説
も
読
め
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う

「阿
Ｑ
」
も
、
「鉄
の
鞭
を
ば
振
り
上
げ
て
」
を
唸
っ
て
い
た
の
だ
。

新
中
国
に
鶉
け
る
地
方
劇
改
良
運
動
に
お
い
て
も

『秦
香
蓮
』
ほ
ど
も
て
は
や
さ
れ
た
作
品
は
ま
れ
で
あ
る
。
上
演
頻
度
の
高
さ
、
観

客
層
の
厚
さ
、
息
の
長
さ
と
い
っ
た
全
て
の
点
で

『
秦
香
蓮
』
は
椰
子
　
皮
黄
系
地
方
劇
の
代
表
作
の
一
つ
と
言
っ
て
よ
い
。

二
　
問
題
の
所
在
―
―

「
釧
美
案
」
の
歌
詞
の
起
源

・
伝
播
に
つ
い
て

従
来
の
研
究
方
法
に
よ
る
ア
プ

ロ
ー
チ
の
限
界

中
国
文
学
研
究
の
一
分
野
と
し
て
の
地
方
劇
研
究
の
歴
史
は
浅
い
。
こ
れ
ほ
ど
ポ
ピ

ュ
ラ
ー
な

『秦
香
蓮
』
に
つ
い
て
も
学
術
論
文
は

皆
無
に
近
い
。
上
演
記
録
が
地
方
劇
と
し
て
は
豊
富
に
残

っ
て
い
る
京
劇

「釧
美
案
」
の
起
源
に
つ
い
て
さ
え
、
実
は
よ
く
わ
か
っ
て
お

ら
ず
、
不
正
確
な
事
実
を
含
む
俗
説
が
横
行
し
て
い
る
状
態
で
あ
る
。

例
え
ば
、
俗
説
に
よ
る
と
、
団
円
の
結
末
を
も
つ
旧
本

『秦
香
蓮
』
を

「釧
美
案
」
に
改
編
し
た
の
は
、
辛
亥
革
命
前
後
の
秦
腔
が
最

初
で
あ
る
と
」
兄
。
し
か
し
ヽ
「側
美
案
」
の
名
は
既
に
北
京
の

「道
光
四
年
慶
昇
平
班
戯
日
」
に
も
見
え
る^
じ
、
三
府
や
清
朝
宮
廷
で

上
演
さ
れ
た
記
録
も
残
っ
て
」
在
。
い
っ
た
い
ヽ
『秦
香
蓮
』
に
つ
い
て
は
混
乱
し
た
記
述
が
多
い
の
で
、
注
意
を
要
す
犯
。

も
ち
ろ
ん
、
俗
説
す
べ
て
が
誤
り
で
は
な
く
、
中
に
は
正
し
い
事
実
を
含
ん
で
い
る
も
の
も
あ
ろ
う
。
例
え
ば

「京
劇

『測
美
案
』
の

歌
詞
は
、
広
義
で
の
秦
腔
が
起
源
で
あ
る
」
と
い
う
、
極
め
て
有
意
義
な
示
唆
に
富
む
俗
説
も
あ
犯^
。
た
だ
し
ヽ
こ
の
よ
う
な
説
の
是
非

を
検
討
す
る
に
は
、
上
演
記
録
や
随
筆
　
筆
記
史
料
だ
け
を
頼
り
に
考
察
を
進
め
る
従
来
の
研
究
方
法
で
は
不
十
分
で
、
ど
う
し
て
も
、

地
方
劇
の
脚
本

・
歌
詞
の
字
句
を
相
互
に
比
較
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
劇
種
間
の
親
疎
関
係
を
明
ら
か
に
し
、
脚
本
の
伝
播
過
程
を
考
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察
す
る
、
と
い
う
新
し
い
研
究
方
法
を
導
入
す
る
必
要
が
あ
る
。

す
で
に

『
西
廂
記
』
『
琵
琶
記
』
の
よ
う
な
曲
牌
体
の
戯
曲
作
品
に
つ
い
て
は
、
右
の
方
法
を
用
い
て
脚
本
の
伝
播
過
程
を
考
察
し
た

研
究
が
あ
る
。
が
、
板
腔
体
地
方
劇

（皮
黄

・
椰
子
）
の
作
品
に
つ
い
て
は
、
各
テ
ク
ス
ト
の
字
句
の
趨
異
の
度
合
い
が
大
き
く
比
較
対

照
が
困
難
な
こ
と
、
そ
の

「戯
曲
」
と
し
て
の
評
価
が
高
く
な
い
こ
と
、
脚
本
資
料
の
入
手
が
容
易
で
な
い
こ
と
、
な
ど
の
理
由
で
、
脚

本
の
厳
密
な
比
較
対
照
を
行

っ
た
研
究
論
文
は
皆
無
で
あ
る
。
こ
の
点
に
か
ん
が
み
、
小
論
は
、
現
時
点
で
入
手
し
得
た
脚
本
を
対
照
す

る
こ
と
で
板
腔
体
地
方
劇
の
伝
播
過
程
を
考
察
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

さ
て
、　
一
口
に

『秦
香
蓮
』
と
言
っ
て
も
、
焦
循

『
花
部
農
講
』
に
載
せ
る

『
賽
琵
琶
』
に
似
た

「女
審
」
の
場
を
中
心
に
し
た
系
統

の
劇
種
も
あ
れ
ば
、
万
暦
刊
本

『新
刊
京
本
通
俗
演
義
全
像
百
家
公
案
全
伝
』
第
二
十
六
回

『
秦
氏
還
魂
配
世
美
』
に
似
た
脚
色
を
存
す

る
劇
種
も
あ
り
、
地
方
劇
に
よ
っ
て
千
差
万
別
で
あ
る
。
本
稿
で
は

「測
美
案
」
の
場
を
中
心
に
し
た
系
統
の
地
方
劇
脚
本
に
限
り
、
最

も
人
口
に
檜
集
す
る

「釧
美
案
」
包
丞
の
歌
詞

（前
半
お
よ
び
後
半
か
ら

一
段
ず
つ
）
を
例
題
と
し
て
脚
本
の
比
較
対
照
を
行
い
、
京
劇

「釧
美
案
」
を
中
心
に
、
伝
播
過
程
の
考
察
を
行
う
こ
と
に
し
よ
う
。

〓
一

「
釧
美
案
」

（前
半
）

の
歌
詞
の
対
照

対
照
す
る
歌
詞
は
十
三
劇
種
に
わ
た
る
。
配
列
は
華
北

・
華
中

・
華
南
の
順
に
し
、
京
劇
　
評
劇

・
河
北
椰
子
　
晋
劇

・
豫
劇
　
秦
腔

（以
上
華
北
）、
淮
劇

・
楚
劇
　
川
劇

（以
上
華
中
）、
福
建
高
甲
戯
　
郷
劇
　
広
東
漢
劇

・
海
陸
豊
西
秦
戯

（以
上
華
南
）
と
す
る
。
配

列
を
地
域
順
に
し
た
の
は
、　
一
般
に
、
近
接
地
域
の
劇
種
は
歌
詞
も
近
似
す
る
傾
向
が
あ
る
か
ら
で
あ
る

（実
際
、
後
に
見
る
よ
う
に
、

各
劇
種
の
歌
詞
は
、
類
似
性
か
ら
見
て
、
①
古
風
な
形
を
残
す
京
劇
＝
河
北
榔
子
の
系
統
、
②
晋
劇
　
豫
劇
　
秦
腔
な
ど
山
陵
椰
子
の
系

統
、
③

「志
●
巴

系
の
脚
韻
句
を
有
す
る
評
劇
と
華
南
四
劇
種
の
系
統
、
④
そ
の
他
の
系
統
、
と
四
種
に
大
別
で
き
る
）
。

な
お
対
照
す
る
十
三
劇
種
の
う
ち
、
京
劇
　
河
北
榔
子
　
豫
劇

・
秦
腔
は
、
時
代
に
よ
る
テ
ク
ス
ト
の
差
異
を
示
す
た
め
、
複
数
の
テ

タ
ス
ト
を
載
せ
た
の
で
、
比
較
対
照
す
る
テ
ク
ス
ト
は
総
計
二
四
種
類
に
な
る
。

さ
て
、
比
較
対
照
の
作
業
の
手
順
を
説
明
す
る
。
ま
ず
各
地
方
劇
の
代
表
た
る
京
劇
の
古
い
テ
ク
ス
ト

「皮
黄
抄
本
」
の
句
を
中
心
に
、

各
劇
種
に
お
け
る
類
似
句
の
存
在
を
確
認
す
る
。
次
に
、
そ
の
類
似
句
が
ど
の
劇
種
で
発
生
し
、
伝
播
し
て
い
っ
た
か
を
考
察
す
る
。
こ

う
し
た
個
別
の
類
似
句
の
伝
播
過
程
の
考
察
を
積
み
重
ね
れ
ば
、
劇
種
全
体
の
伝
播
関
係
も
自
然
に
浮
き
彫
り
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

比
較
対
照
表
に
用
い
る
テ
ク
ス
ト
は
、
左
の
と
お
り
で
あ
る
。

「
＊
」
印
の
テ
ク
ス
ト
は

「鋼
美
案

（後
半
と

の
対
照
表
で
使
用
。

京
劇
　
抄
…
…
「皮
黄
抄
本
」
。
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
博
斯
年
図
書
館
蔵
本
。

京
劇
　
劉
‥
‥
劉
鴻
声

（
一
八
七
六
―

一
九
二

一
）
の
歌
詞
。
『京
劇
唱
腔
第
三
集
花
瞼
』
（人
民
音
楽
出
版
社
　
一
九
八
二
）
よ
り
。

京
劇
　
戯
…
…
『戯
考
」
（中
華
図
書
館
　
民
国
九
年
再
版
）
。

京
劇
　
彙
‥
‥
『戯
学
彙
考
』
第
九
冊

（上
海
大
東
書
局
　
民
国

一
五
年
版
、
民
国

一
八
年
三
版
）。

京
劇
　
委
…
…
装
盛
戎

（
一
九

一
五
―
七

一
）
の
歌
詞
。
『新
編
大
戯
考
』
（上
海
文
芸
出
版
社
　
一
九
八

一
）。
レ
コ
ー
ド
ャ
【
ぉ
０
。

＊
京
劇
　
叢
…
…
『
京
劇
叢
刊
』
第
二
六
集

（中
国
戯
曲
研
究
院
　
一
九
五
五
）
。

評
劇
　
　
‥
‥
魏
栄
元

（
一
九
二
三
―
七
六
）
の
歌
詞
。
前
掲

『新
編
大
戯
考
』
よ
り
。
ン
コ
ー
ド
〓
Ｎ
〓
ゝ
。

河
北
　
謝
…
…
河
北
椰
子
、
石
印
本
。
『真
正
京
都
頭
等
名
角
謝
雲
奎
山
本
　
校
正
京
調
　
絵
図
釧
美
案
』。
博
斯
年
図
書
館
蔵
本
。

河
北
　
文
…
…
石
印
本
し
学
古
堂

『
特
別
改
良
　
絵
図
文
明
椰
子
京
調
　
椰
子
古
調
』
七

『
新
出
釧
美
案
Ｌ。
博
斯
年
図
書
館
蔵
本
。

河
北
　
華
…
…
華
粋
深
整
理

『秦
香
蓮
」
（作
家
出
版
社
　
一
九
五
五
）
よ
り
。

河
北
　
集
…
…
『中
国
地
方
戯
曲
集
成
』
（中
国
戯
劇
出
版
社
　
一
九
五
九
）
よ
り
。

河
北
　
現
…
…
現
行
の
河
北
椰
子
。　
一
九
八
七
年
、
河
北
椰
子
劇
院
二
団

『秦
香
蓮
』
の
録
音

（北
京
音
像
公
司
Ｋ
Ｘ
ざ
８
）
の
歌



中国地方濠1脚本の流伝と展開

詞
。

晋
劇
　
　
…

工
銀
柱
の
歌
詞
。
７
日
劇
音
楽
』
（山
西
人
民
出
版
社
　
一
九
五
五
年
初
版
、
七
九
年
二
版
、
八

一
年
第
二
版
第
二
次

印
刷
）

河
南
　
木
‥
‥
木
刊
本
　
河
南
戯

『
釧
陳
世
美
』
Ｔ
一楽
堂
　
年
次
不
明
）。
博
斯
年
図
書
館
蔵
本
。

豫
劇
　
朱
‥
‥
朱
賛
庭
整
理
　
河
南
地
方
戯
曲
叢
書

『
秦
香
蓮
』
（河
南
人
民
出
版
社

　
一
九
五
四
）
よ
り
。

豫
劇
　
李
…
…
李
斯
忠

（
一
九
二

一
―
　
　
）
、　
一
九
七
九
年
の
歌
詞
。
『
群
芳
譜
』
（河
南
人
民
出
版
社
　
一
九
八

一
）
よ
り
。

豫
劇
　
宋
…
…
宋
殿
元
の
歌
詞
。
『
豫
劇
各
種
調
門
唱
法
介
紹
』
（黄
河
文
芸
出
版
社
　
一
九
八
五
）
九
円
貞
よ
り
。

＊
豫
曲
　
謝
…
…
謝
禄

（
一
九
二
〇
―
　
　
）
に
よ
る
曲
劇

『
秦
香
蓮
』
。　
一
九
七
九
年
の
歌
詞
。
前
掲

『
群
芳
譜
』
よ
り
。

険
西
　
石
…
…
石
印
本

『
測
陳
世
美
』
（陳
西
省
域
南
院
門
徳
厚
祥
書
局
　
年
次
不
明
）
。
九
州
大
学
浜
文
庫
蔵
本
。

秦
腔
　
田
‥
‥
田
徳
年
の
歌
詞
。
『
中
国
唱
片
戯
曲
選
』
二

（
一
九
五
六
）
よ
り
。

レ
コ
ー
ド
ゃ
３
８
甲
。

准
劇
　
曹
…
…
淮
劇

『
秦
香
蓮
』
（曹
陽
、
唱
包
払
。
江
蘇
省
准
劇
団
　
浜
海
県
淮
劇
団
　
中
国
唱
片
公
司
上
海
分
公

司
）
録
音

の

歌
詞
。

＊
黄
梅
　
　
…
‥
黄
梅
調

『
秦
香
蓮
』
（楊
翼
　
主
演
、
電
影
原
声
帯
。
光
美
文
化
事
業
公
司
　
Ｋ
９．
‐
０７
２
０８
）
録
音
の
歌
詞
。

楚
劇

　
　
‥
‥
黄
楚
林
ら
の
歌
詞
。
『
中
国
唱
片
戯
曲
選
』
二

（上
海
文
化
出
版
社
　
一
九
五
六
）
よ
り
。

レ
コ
ー
ド
ゃ
８
８
甲
。

川
劇
　
群
…
…
群
衆
川
劇
団
編
導
組
修
改
本
。
『
川
劇
』
（重
慶
人
民
出
版
社

　
一
九
五
四
年
第

一
版
、
五
六
年
第
四
次
印
刷
）
よ
り
。

高
甲
　
　
…
上
品
甲
戯

『
秦
香
蓮
』
（福
建
旅
港
演
唱
団
。
香
港
　
東
方
唱
片
公
司
）
録
音
の
歌
詞
。
爺
師
に
ご

廊
劇
　
　
…
‥
福
建
落
劇

『
秦
香
蓮
』
（何
亜
禄
等
、
唱
。
香
港
　
基
奥
唱
片
公
司
　
Ｇ
Ｕ
０
８
８
）
録
音
の
歌
詞
。
爺
榊
時
じ

広
漢
　
　
…
‥
広
東
漢
劇

『
秦
香
蓮
』
（梁
素
珍
等
、
唱
。
香
港
　
百
利
唱
片
公
司
　
ＮＳ

一
一
六
２
八
）
録
音
の
歌
詞
。
Ｏ
齢
呻
せ

西
秦
　
　
…
‥
海
陸
豊
西
秦
戯

『
秦
香
蓮
』
旦
（玉
華
　
陳
虹
等
、
唱
。
香
港

”
ｏ
Ｘ
”
ｏ８
社

の
ｏ
ＲＣ

一
〇

一
２
三
）
録
音
の
歌
詞
。

（印卸好成）

複
数
の
テ
ク
ス
ト
を
使
用
し
た
京
劇

・
河
北
椰
子

・
豫
劇

・
秦
腔
の
四
劇
種
に
つ
い
て
、
補
足
説
明
す
る
。

京
劇
の
五
種
類
の
テ
ク
ス
ト
の
う
ち
、
「抄
本
」
が
清
朝
に
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
は
ほ
ぼ
確
実
で
あ
る
。
劉
鴻
声

（劉
鴻
昇
と
も
）
の
歌

詞
は
、
劉
の
録
音

（
レ
コ
ー
ド
）
か
ら
採
譜
し
た
も
の
。
劉
鴻
声
は
、
若
い
こ
ろ
浄
を
う
た
っ
て
い
た
が
、
あ
ま
り
売
れ
ず
、
後
に

「老

生
」
に
改
業
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
歌
詞
も
、
劉
の
前
年
生
の
こ
ろ

（清
末
）
の
原
形
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
留
め
て
い
る
と
推
定
さ
れ

る
。

「戯
考
』
は
有
名
な
テ
ク
ス
ト
な
の
で
説
明
略
。
『戯
学
彙
考
』
は
参
考
ま
で
に
記
入
し
た
。
京
劇

の
名
優
　
装
盛
戎
も
、
民
国
期

の
歌
詞
は
劉
鴻
声
の
歌
詞
と
は
ぼ
同
じ
だ
が
、
新
中
国
に
な
っ
て

「看
相
」
を
削
る
な
ど
改
編
を
加
え
た
。
六
〇
年
代
以
降
は
劇
種
の
い

か
ん
を
問
わ
ず
、
お
よ
そ
包
丞
を
演
じ
る
役
者
で
棗
の
歌
詞

・
発
声
法
を
意
識
し
な
い
者
は
お
ら
ず
、
そ
の
影
響
は
絶
大
で
あ
る
。
台
湾

の

「平
劇
」
も
、
無
論
こ
の
委
盛
戎
の
歌
詞
を
そ
の
ま
ま
使

っ
て
い
る
し
、
評
劇
　
淮
劇
で
も
委
の
発
声
法
を
学
ん
で
い
る
。

河
北
椰
子
の
テ
ク
ス
ト
は
、
清
末
民
初
と
推
定
さ
れ
る
旧
本

（「河
北
謝
」
「河
北
文
し
、
五
〇
年
代
の
も
の

（「河
北
華
」
「河
北
集
し

の
ほ
か
、
特
に

「文
化
大
革
命
」
後
の
現
行
の
も
の

（
一
九
八
七
年
の
録
音
）
も
掲
げ
た
。
京
劇
と
違
い
、
河
北
榔
子
の
歌
詞
は

「文
化

大
革
命
」
の
前
後
で
か
な
り
異
な
る
か
ら
で
あ
る
。

豫
劇
の
テ
ク
ス
ト
の
う
ち
、
最
古
の
本
刊
本

「河
南
戯

『釧
陳
世
美
』
」
は
清
朝
の
刊
刻
と
推
定
さ
れ
、
歌
詞
も
古
い
か
た
ち
を
残
し

て
い
る
。
「河
南
戯
」
と
い
う
の
は
中
央
研
究
院
博
斯
年
図
書
館
の
分
類
で
、
筆
者
は
こ
の
資
料
を
豫
劇
の
祖
本
の
一
つ
と
推
定
す
る
が
、

万

一
そ
う
で
な
い
可
能
性
も
考
慮
し
、
あ
え
て

「河
南
木
」
と
し
た
。
「豫
劇
朱
」
は
、
五
〇
年
代
の
最
も
オ
ー
ン
ド
ッ
ク
ス
な
脚
本
。

「豫
劇
李
」
は
テ
ク
ス
ト
に

「根
拠
舞
台
演
出
記
譜
」
と
あ
る
。
「豫
劇
宋
」
は
歌
詞
の
断
片
だ
が
、
「看
相
」
を
残
す
の
で
転
記
し
た
。

秦
腔
テ
ク
ス
ト
の
う
ち
、
「陳
西
石
」
は
、
表
紙
が
カ
ラ
ー
で
印
刷
さ
れ
て
お
り
、
刊
記
は
無
い
も
の
の
民
国
の
出
版
と
思
わ
れ
る
。

出
版
地
と
内
容
か
ら
考
え
て
秦
腔
の
テ
ク
ス
ト
と
判
断
し
た
が
、
『秦
腔
劇
目
初
考
』
（陳
西
人
民
出
版
社
　
一
九
八
四
）
「抱
琵
琶
」
の



項
に
の
せ
る

「
今
存
版
本

一
に
は
見
え
な
い

（同
書
に
載
せ
る
民
国

の

「『
鋼
陳
世
美
』
改
良
本
」
は
、
西
安
同
興
書
局

と
西
安
徳
化
書

局
の
二
種
の
み
）
。
「
河
南
木
」
の
場
合
と
同
じ
く
、
万

一
ち
が
う
可
能
性
も
考
慮
し

「映
西
石
」
と
し
た
。
秦
腔
田
は
五
〇
年
代
の
歌
詞

で
、
『
秦
劇
名
家
声
腔
選
析
』
（甘
粛
人
民
出
版
社

　
一
九
八
九
）
な
ど
諸
書
に
も
楽
譜
　
歌
詞
を
載
せ
る
。

さ
て
、
各
地
方
劇
の
歌
詞
の
類
似
性
を
、
京
劇
抄
本
を
軸
に
、
句
を
お

っ
て
比
較
検
討
し
て
い
こ
う
。

〔対
照
表
　
甲
〕
第

一
面
　
比
較
対
照
の
便
の
た
め
句
番
号
を
振
り
、
各
劇
種
の
類
似
表
現
に
傍
線

「―
―
＝
＝
′―
こ

を
適
宜
引
い
た

「
１

京
劇
抄

（慢
倒
板
）
包
竜
図
打
坐
在
開
封
府
早

（慢
板
）

京
劇
劉

（導
　
板
）
包
竜
図
打
坐
在
開
封
府
、

（原
板
）

京
劇
戯

（西
皮
倒
板
）
包
竜
図
打
坐
開
封
府

（快
三
眼
）

京
劇
彙

（西
皮
倒
板
）
包
竜
図
打
坐
開
封
府

（快
三
眼
）

京
劇
装

（倒
　
板
）
包
竜
図
打
坐
在
開
封
府
、

（原
板
）

「４
南
董
房
打
坐
与
体
相
端
的
。

在
朝
房
与
馳
馬
我
相
過
了

＊

＊
体
的
面
皮

尊

一
声
鮒
馬
爺
細
聴
端
的
。
　

曾
記
得
端
午
日
朝
賀
天
子
、
　

在
朝
房
与
鮒
馬
相
過
了
面
皮

尊

一
声
鮒
馬
爺
細
聴
端
的
。
　

曾
記
得
端
午
日
朝
賀
天
子
、
　

在
塾
房
与
附
馬
相
過
了
面
皮

尊

一
声
鮒
馬
爺
細
聴
端
的
。
　

曾
記
得
端
午
日
朝
賀
天
子
、
　

我
与
祢
在
塾
房
曾
把
話
提
。

尊

一
声
射
馬
爺
莫
要
執
迷
。）

聴
我
把
従
前
事
細
説
端
詳
。
　

曾
記
得
噌
二
人
打
賭
撃
掌
、
　
　
　
↓

尊

一
声
鮒
馬
爺
細
聴
端
的
。
　

五
月
裏
端
午
日
朝
賀
天
子
、
南
書
房
与
体
相
端
的
。

尊

一
声
付
馬
爺
細
聴
端
的
。
　

五
月
裏
端
午
日
朝
賀
天
子
、
南
董
房
与
称
相
端
的
。

叫

一
声
陳
尉
馬
細
聴
端
的
。
　

朦
哄
皇
上
停
妻
再
姿
、
　
　
殺
妻
滅
子
在
柳
林
池
。

叫

一
声
陳
騎
馬
細
聴
端
的
。
体
不
該
蒙
哄
聖
上
停
妻
再
委
、
殺
妻
滅
子
在
柳
林
池
。

為
臣
有
話
対
体
提
．　
　
　
　
　
　
↓
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
↓

聴
為
臣
把
打
賭
細
表

一
番
。
　

五
月
初
六
朝
万
歳
、
　
　
　
文
武
両
班
来
的
斉
。

称
聴
本
公
説
与
体
。
　
　
　
　
五
月
初
六
朝
天
子
、
　
　
４ａ
文
武
百
官
衆
的
斉
。
＊

ネ
４ｂ
主
公
未
曾
登
宝
基
、
　
　
４ｃ
我
与
千
歳
想
面
皮
。

聴
包
挑
我
与
体
旧
事
重
提
。
　

大
比
年
陳
射
馬
連
科
及
第
、
噛
二
人
午
朝
門
同
把
君
陪
。

評
劇
河
北
謝

河
北
文

河
北
華

河
北
集

河
北
現

晋
劇
河
南
木

豫
劇
朱

（慢
二
八
）
陳
射
馬
祢
休
要
性
情
急
、

与
馴
馬
打
“
開
封
堂
上
、

（倒
　
板
）
包
竜
図
与
節
馬
開
封
打
坐

（漫
板
）

（該
当
句
無
し
）
　
　
　
　
　
　
　
　
（倒
板
）

怒
沖
沖
坐
在
開
封
府
裏
ヽ

（尖
　
板
）
怒
沖
沖
坐
在
開
封
府
里
、

千
歳
莫
要
性
児
急
、

陳
騎
馬
莫
要
心
性
急
、

千
歳
不
必
情
性
急
、

「
２
尊

一
声
尉
馬
爺
細
聴
端
的
。

尊

一
声
鮒
馬
公
細
聴
端
的
。

「
３
五
月
里
端
五
日
朝
賀
天
子
、

曾
記
得
端
午
日
朝
賀
大
子
、

豫
劇
李

（栽
　
板
）
勧
附
馬
莫
要
性
情
急
、

（迎
風
板
）

陵
西
石
　
　
　
　
　
合
千
歳
同
坐
在
大
堂
口
、

秦
悴
口
　
　
　
　
　
陳
千
歳
体
不
必
太
、
太
急
劇
、

淮
劇
曹
　
　
　
　
　
包
竜
図
打
坐
在
開
封
府
里
、

楚
劇
　
　
　
　
　
　
　
↓

川
劇
群

（西
皮
倒
板
）
陳
鮒
馬
欄
心
自
思
憶
、　
公
一流
）

高
甲
　
　
　
　
　
　
請
馬
休
将
巧
言
装
、

郷
劇
　
　
　
　
　
　
鮒
馬
休
要
巧
言
講
、

広
漢
　
　
　
　
　
　
陳
鮒
馬
旦
慢
回
官
往
、

西
秦
　
　
　
　
我
的
腑
馬
陽
、
与
陳
尉
馬
打
坐
大
堂
上
、

聴
包
泳
我
与
体
旧
事
重
提
。
　

月
川
鋼
陳
肺
馬
連
科
及
第
、
　

噌
二
人
在
朝
中
同
把
君
陪
。

為
臣
与
体
説
来
理
。
　
　
　
　
五
月
初
六
朝
万
歳
、
　
　
　
４ａ
朝
王
己
畢
到
午
円
。＊

＊
４ｂ
班
房
内
与
体
相
過
面
、
　
　

４ｃ
把
千
歳
容
貌
観

一
番
。

叫
為
臣
把
話
児
説
来
歴
。
　
　
曾
不
記
端
陽
節
同
朝
万
歳
、
　

班
房
以
内
叙
家
情
。

尊

一
声
陳
附
馬
細
聴
端
的
。
　

可
記
得
大
比
之
年
状
元
及
第
、
　
　
↓

↓
　
　
　
　
　
　
　
　
大
比
年
進
京
都
体
状
元
及
第
、
　
　
↓

本
相
言
話
聴
端
的
。
　
　
　
　
曾
記
得
麒
麟
閣
設
宴
百
官
衆
、
太
后
伝
詔
招
国
婿
、

本
府
早
已
訓
瑚
訓
。　
　
　
　
渕
川
之
鋼
体
黄
榜
高
中
、　
　
　
　
１

木
府
言
来
祢
紺
端
詳
。
　
　
　
大
比
之
年
状
元
高
中
、　
　
　
　
　
↓

聴
包
休
将
前
事
細
説
端
詳
。
増
二
人
在
金
殿
曾
打
賠
撃
掌
、　
　
　
↓

待
我
把
前
事
再
説
端
詳
。
　
　
想
当
年
老
夫
与
称
曾
撃
掌
、　
　
　
↓
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参
考
　
広
東
漢
劇
は
類
似
句
の
出
現
順
序
が
転
倒
し
て
い
る
の
で
、
該
当
場
面
の
直
前
部
分
も
左
に
転
記
す
る
。
句
末
の
数
字
は
、
対
照
す
べ
き
他
劇

種
の
類
似
旬
の
番
号
を
示
す
。

〔広
漢
〕
陳
尉
馬
？
　
地
千
里
超
逍
来
尋
株
２‐
、
称
応
該
与
地
相
認
休
再
遅
疑
３７
ｏ
（陳
世
美
‥
明
公
説
話
大
離
題
、

乃
是
祢
結
髪
之
妻
、
鮒
馬
祢
莫
要
詳
装
不
知
。
（陳
‥
包
明
公
、
体
不
審
訊
謀
殺
韓
埼
案
情
、
倒
来
間
這
節
外
之
枝
、

裏
　
去
？
　
（陳

‥
回
官
去
。）
　

且
慢
―

（句
１

へ
）

叫
我
認
地
是
何
為
？
）

這
婦
人

是
何
縁
故
？
　
内
侍
打
輸
。）
邸

１

「包
竜
図
打
坐
在
開
封
府
里
」
に
つ
い
て

京
劇
各
テ
キ
ス
ト
と
河
北
榔
子
が
酷
似
す
る
。
た
だ
、
現
行
の
河
北
椰
子
は
晋
劇
の
歌
詞
と
似
て
お
り
、
む
し
ろ
京
劇
と
の
類
似
性
は

減

っ
て
い
る
。
「性
情
急
」
と
い
う
表
現
は
晋
劇
　
河
南
木
　
豫
劇
　
河
北
現
に
共
通
で
あ
る
。
ま
た
、
奇
数
句
の
脚
韻
の

「踏
み
落

と

し
」
は
ゆ
る
さ
れ
る
の
で
、
後
の
京
劇
は
脚
韻
を
踏
ま
ず

「開
封
府
」
で
止
め
る
。
が
、
最
古
の
京
劇
抄
と
河
北
柳
子
、
最
新
の
淮
劇
は

脚
韻
の
都
合
で

「開
封
府
里

（一異
ご

と
し
て
い
る
。
各
劇
種
の
脚
韻
は

「
占
」
で
類
似
す
る
が
、
評
劇
と
、
高
甲

・
落
劇
　
広
東
漢
劇
・
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西
秦
戯

の
南
方
四
劇
種
は

「
↓
●
２

と
い
う
韻
で
あ
る
。
各
劇
種
は
、
韻
に
よ
り

「
―
ご

系
と

「古
・
巴

系
に
三
分
さ
れ
る
。

２

「尊

一
声
附
馬
爺
細
聴
端
的
」
に
つ
い
て

古
雅
な
表
現
で
あ
る

「
細
聴
端
的

一
は
、
現
代
中
国
人
に
と

っ
て
難
解
化
し
た
た
め
、
装
盛
戎
は
後
に

「英
要
執
迷
」
と
改
め
た

（現

在
も

「
細
聴
端
的
」
と
共
存
状
態
）
。
河
北
椰
子
も
、
現
行
は

「為
臣
有
話
対
体
提
」
と
直
し
て
し
ま

っ
て

い
る
。
淮
劇

・
川
劇

の

「
細

聴
端
的
」
は
、
京
劇
を
参
考
に
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

険
西
石
の

「
説
来
理
」
と
秦
腟
田
の

「説
来
歴
」
の
類
似
性
は
、
欧
西
石
が
秦
腔
の
テ
ク
ス
ト
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
す
る

（但
し
以
下

の
語
句
は
あ
ま
り

一
致
し
な
い
）
。

晋
劇
の

「番
」
は
韻
に
あ
わ
ず
、
河
南
本
の

「体
」
も
偶
数
句
な
の
に
仄
字
で
韻
と
し
て
不
自
然
で
あ
る
。

評
劇
と
華
南
四
劇
種
は

「
端
詳
」
を
共
有
し
、
「志
“
Ｅ

系
の
相
互
類
似
性
の
強
さ
を
示
す
。
実
は
、
「釧
美
案
」
の
こ
の
直
後
の
包
丞

の
歌
詞
は

「さ
い
巴

と
い
う
脚
韻
な
の
で
、
こ
の
部
分
の
歌
詞
の
脚
韻
を

「志
“
Ｅ

と
す
る
方
が
、
む
し
ろ
合
理
的
な
の
で
あ
る
。
と
く

に
広
東
漢
劇
の
歌
詞
は
評
劇
に
酷
似
す
る
。

３

「
五
月
里
端
五
日
朝
賀
天
子
」
に
つ
い
て

「端
午
」
は
五
月
に
き
ま

っ
て
い
る
か
ら
、
京
劇
抄
本
と
河
北
椰
子
日
本
の

「
五
月
の
端
午
の
日
」
と
い
う
表
現
は
、
古
雅
な

い
し
古

拙
な
句
で
あ
る
。
ゆ
え
に
、
京
劇
の
後
の
テ
ク
ス
ト
は
み
な

「
五
月
里
」
を

「曾
記
得
」
と
し
、
新
中
国
の
河
北
椰
子
は
全
く
別
な
表
現

に
改
編
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

京
劇
系
に
対
し
て
、
晋
劇

・
河
南
木
　
陳
西
石
で
は

「
五
月
初
六
朝
万
歳
」
「
五
月
初
六
朝
天
子
」
と
、
包
丞
と
陳
世
美
が
皇
帝

に
朝

し
た
日
付
を
五
月
六
日
と
す
る
、
秦
腔
田

「曾
不
記
端
陽
節
同
朝
万
歳
」
は
、
陳
西
石
の

「朝
万
歳
」
と
京
劇
の

「曾
記
得
」
を
折
衷
し

た
よ
う
で
面
白
い
。

日
付
を
明
確
に
言
わ
な
い
豫
劇
　
楚
劇
　
淮
劇
曹
　
高
甲
　
蔀
劇
は
、
日
付
の
か
わ
り
に

「
大
比
年
」
「
大
比
之
年
」
と
い
う
古
風

な

表
現
で
あ
る
。
ま
た
評
劇

「曾
記
得
唱
二
人
打
賭
撃
掌
」
の

「曾
記
得
」
は
、
京
劇
を
参
考
に
し
た
の
だ
ろ
う
。
西
秦
戯
と
、
そ
し
て
特

に
広
東
漢
劇
の
歌
詞
は
、
評
劇
の
影
響
を
受
け
て
改
編
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

４

「
南
書
一房
打
坐
与
体
相
端
的
」
に
つ
い
て

「南
童
房
」
は
、
清
朝
に
於
け
る
翰
林
院
の
呼
称
で
あ
り
、
古
雅
で
あ
る
が
、
民
国
以
降
は
難
解
化
し
た
。
そ
れ

ゆ
え

「
戯
考
』
以
降

の
テ
ク
ス
ト
で
は

「
朝
房
」
に
書
き
換
え
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
「南
董
房
」
と
い
う
表
現
を
残
す
の
は
、
ほ
か
に
河
北
椰
子
日
本

だ
け

で
あ
る
。

ま
た

「端
的
」
は
句
２
の

「端
的
」
と
竜
複
す
る
た
め
、
京
劇
劉

・
戯
　
彙
の
各
テ
ク
ス
ト
で

は

「
面
皮
」
と
し
て

い
る
。
河
南
木

（句
４ｃ
）
の

「
面
皮
」
も
類
似
。
が
、
新
中
国
以
降
は

「
看
相
」
の
プ

ロ
ッ
ト
が
迷
信
的
と
い
う
理
由
で
カ
ッ
ト
さ
れ
、
ま

た

「
面
皮
」

と
い
う
表
現
は
粗
雑
な
の
で
、
京
劇
は

「
竹
把
話
提
」
と
、
河
北
椰
子
は

「
…
…
柳
林
池
」
と
新
た
に
書
き
換
え
て
い
る
。

意
外
な
こ
と
に
、
異
劇
種
の
河
南
木

（句
４ａ
）
「文
武
百
官
栗
的
斉
」
と
晋
劇

「文
武
両
班
来
的
斉
」
が
酷
似
す
る

の
に
、
河
南
木

と

豫
劇
の
句
は
類
似
し
な
い
。
豫
劇
の
祖
本
と
推
定
さ
れ
る
河
南
木
が
、
む
し
ろ
山
西
椰
子
た
る
晋
劇
に
類
似
す
る
と
い
う
傾
向
は
、
こ
の

後
だ
ん
だ
ん
顕
著
に
な
る
。

映
西
石
と
秦
膝
田
の
歌
詞
も

一
見
似
て
い
な
い
が
、
京
劇
系
の

「
南
貴
房
」
「朝
房
」
に
対
し
て
、
「班
房
」
と
い
う
独
自
の
表
現
が
共

通
す
る
。
陳
西
石
は
や
は
り
秦
腟
の
旧
本
な
の
だ
ろ
う
。
秦
腔
日
の

「
家
情
」
は
韻
に
あ
わ
ぬ
が
、
前
掲

『
秦
劇
名
家
声
腟
選
析
』
に
は

「
家
籍
」
と
作
り
、
こ
れ
が
正
し
い
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
陵
西
石
の
韻
字
が
こ
こ
で
だ
け

「
門
」
「面
」
「番
」
と
な
り
、
以
下
ま
た

「
ょ
」

に
復
し
て
い
る
の
は
不
自
然
で
、
作
為
的
な
改
編
の
跡
を
感
じ
る
。
あ
る
い
は

「
班
一房
内
与
体
相
面
皮
」
と
で
も
い
う
の
が
秦
腔
の
原
句

だ

っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

こ
れ
ら
に
対
し
て
、
川
劇
の

「
太
后
伝
詔
招
国
婿

一
は
他
劇
種
と
の
類
似
性
が
全
く
な
い
孤
立
句
で
あ
る
。

５

「左
眉
長
来
右
眉
短
」
…
…
８

「
肥
高
隠
底
有
前
妻
」
に
つ
い
て



陳
世
美
の
顔
　
体
が
左
右
非
相
称
で
あ
る
点
か
ら
包
丞
が
陳
世
美
の
秘
密
を
見
抜
く
、
と
い
う

「
看
相
」
の
プ

ロ
ッ
ト
は
、
劇
種
を
問

わ
ず
現
行

「鋼
美
案
」
で
は
削
除
さ
れ
て
い
る
。
逆
に
言
え
ば
、
「看
相
」
を
残
す
歌
詞
は
古
い
か
た
ち
で
あ
る
。

劇
種
に
か
か
わ
ら
ず
、
左
が

「
長
」
型
［
」
で
右
が

「短
」
「
低
」
と
い
う
点
は
共
通
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
「右
軽
左
重
」
と

い
う
伝
統

的
美
意
識
と
も
合
致
す
る
と
同
時
に
、
人
間
の
顔
は
右
半
分
の
方
が
老
化
が
早
い
と
い
う
日
常
生
活
の
経
験
律
と
も

一
致
す
る
。

〔対
照
表
　
甲
〕
第
二
面

「５

京
劇
抄
↓
左
眉
長
来
右
層
短
、

京
劇
劉
↓
我
相
体
左
眉
長
来
右
眉
短
、

京
劇
戯
―
我
相
体
左
眉
長
来
右
眉
短
、

京
劇
彙
↓
我
相
祢
左
眉
長
来
右
眉
短
、

京
劇
装
↓
説
起
了
招
贅
事
休
神
色
不
定
、

評
劇
　
↓

河
北
謝
↓
左
眉
長
来
右
眉
短
、

河
北
文
↓
左
眉
長
来
右
眉
短
、

河
北
華
↓
　
　
↓

河
北
集
↓
　
　
↓

河
北
現
１
地
母
子
千
里
来
我
体
、

晋
劇
　
↓
朝
罷
了
万
歳
是
閑
談
論
、

河
南
木
↓
我
観
体
左
眼
高
来
右
眼
低
、

豫
劇
朱
↓
我
観
体
年
過
三
十
成
新
芦
、

豫
劇
李
‘
我
観
称
年
過
三
十
成
新
貴
、

豫
劇
宋
↓
我
観
体
左
肩
高
来
右
眉
低
、

陳
西
石
↓
左
肩
高
右
肩
低
、

「
６左
肥
高
来
右
肥
底
。

左
膀
高
来
右
膀
低
。

左
膀
高
来
体
的
右
膀
低
。

左
膀
高
来
体
的
右
勝
低
。

左
脚
高
来
右
脚
低
。

左
脚
高
来
右
脚
低
。

曾
間
体
原
郡
家
中
還
有
誰
。

曾
問
体
原
郡
家
中
還
有
誰

（流
水
板
）

原
郡
必
有
前
房
妻
。

「７眉長
眉
短
有
児
女
、

眉
長
眉
短
有
児
女
、

眉
長
眉
短
有
児
女
、

眉
長
眉
短
有
児
女
、

眉
長
眉
短
有
児
女
、

肩
長
眉
短
有
児
女
、

間
得
体
面
紅
耳
赤
無
言
対
、

間
得
体
面
紅
過
耳
無
言
対
、

左
眉
長
右
眉
快
、

肥
高
性
厚
ゲ
前
妻
。

膀
高
膀
低
有
前
妻
。

膀
高
勝
低
体
定
有
前
妻
。

膀
高
膀
低
体
定
有
前
妻
。

我
料
祢
在
原
郡
定
有
前
妻
¨

我
断
称
家
中
必
有
妻
室
児
郎
。

脚
高
脚
低
有
前
妻
。

脚
高
脚
低
有
前
妻
。

休
就
該
認
下
結
髪
妻
。

臣
看
祢
原
郡
有
賢
妻
。

家
下
原
郡
有
前
妻
。

才
猜
祢
家
中

一
定
有
前
妻
¨

才
猜
体
家
中

一
定
有
前
妻
¨

家
中
必
定
撤
賢
妻
¨

原
郡
必
定
有
児
女
。

秦
腔
田
↓
提
起
休
父
母
暗
流
涙
、

淮
劇
曹
↓
　
　
↓

楚
劇
　
↓
　
　
↓

川
劇
群
↓
我
観
弥
年
過
三
旬
幾
、

高
甲
　
↓
　
　
↓

落
劇
　
↓
　
　
↓

広
漢
　
―
　
　
↓

西
秦
　
↓
　
　
↓

提
起
妻
子
面
発
黒
。

那
時
我
就
心
生
疑
。

那
時
節
看
祢
心
有
愧
、

聞
定
刻
劇
利
前
劃
。

皇
紗
宮
招
附
馬
忘
却
前
妻
。

招
謝
馬
欺
君
王
体
拠
却
髪
妻
。

老
包
已
知
祢
家
中
有
妻
房
。

我
断
体
家
中
必
有
妻
室
児
郎
。

我
早
料
体
家
中
有
妻
室
児
郎
。

断
祢
家
中
定
有
妻
房
。
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左
右
が
不
揃
い
で
あ
る
体
の
部
位
が
、
地
方
劇
ご
と
に
異
な

っ
て
い
る
の
も
興
味
深
い
。
抄
本
は

「左
眉
長
来
右
眉
短
」
と

「左
肥
高

来
右
肥
底
」
で
あ
る
が

（「底
」
は

「低
」
の
誤
記
で
あ
ろ
う
）
、
各
劇
種
の
部
位
を
抜
き
出
し
て
見
る
と
、

京
劇
抄
本
　
眉
と
肥

後
の
京
劇
　
眉
と
膀

河
北
榔
子
　
眉
と
脚

河
南
木
　
　
眼
の
み

豫
劇
宋
　
　
眉
の
み

険
西
石
　
　
一肩
と
眉

さ
て
、
人
間
の
顔

・
肉
体
の
左
右
は
、
だ
れ
で
も
厳
密
に
は
左
右
非
相
称
で
あ
る
が
、　
一
般
論
と
し
て
、
左
右
非
相
称
が
最
も
日
立
つ

の
は
服
で
隠
れ
て
い
な
い
は
ほ
の

「
不
揃
い
」
で
あ
ろ
う
。
限
や
眉
の
不
揃
い
は
こ
れ
に
次
ぐ
。
脚
は
服
や
靴
で
隠
せ
る
が
、
歩
け
ば
わ

か
る
。

肩
は
、
パ
ッ
ト
を
入
れ
る
ま
で
も
な
く
、
ゆ
る
や
か
な
中
国
の
着
物
を
着
れ
ば
ほ
と
ん
ど
わ
か
ら
な
い
。

し
た
が

っ
て
、
包
丞
の
観
察
力
も

「
肥
↓
眼
　
眉
↓
脚
↓
勝
」
の
順
に
鋭
く
な

っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
「腺
」
と
す
る

の
が
京
劇



抄
本
の
み
で
あ
る
の
も
、
は
ほ
が
左
右
非
相
称
と
い
う
の
は
、
あ
ま
り
に
目
立

つ
か
ら
で
あ
ろ
う
。
こ
の

「
肥
↓
眼
　
眉
↓
脚
↓
膀
」
と

ｌｏ
　

い
う
順
番
は
、
同
時
に
そ
れ
を
歌
詞
と
し
て
含
む
劇
種
の
演
出
の
古
さ
の
順
を
あ
る
程
度
反
映
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

９
７
３６

（京
劇
抄
本
に
は
該
当
句
無
し
）

晋
劇
　
豫
劇
　
秦
腔
な
ど
榔
子
系
地
方
劇
の
歌
詞
の
量
は
圧
倒
的
で
、
し
か
も
互
い
に
類
似
句
を
有
す
る

（皮
黄
系
の
川
劇
も
や
や
長

い
が
、
他
劇
種
と
類
似
性
の
な
い
孤
立
句
の
方
が
多
い
）
。
歌
詞
が
長
い
の
は
、
椰
子
系
地
方
劇
が
こ
こ
で

一
打
賭
」
「間
官
」
「柳
林
池
」

な
ど
の
プ

ロ
ッ
ト
を
う
た
う
か
ら
で
あ
る
。

対
照
表
乙
を
見
て
頂
き
た
い
。
豫
劇
朱
と
映
西
石
は

「
打
賭
」
の
み
、
秦
腔
田
は

「
間
官
」
「柳
林
池
」
を
、
普
劇

と
河
南
木

は

「
打

賭
」
「間
宮
」
「柳
林
池
」
を
通
し
て
う
た
う
。
長
さ
を
厭
わ
ぬ
晋
劇
　
河
南
木
が
古
い
か
た
ち
な
の
で
あ
ろ
う
。

晋
劇
　
河
南
木

・
豫
劇
　
映
西
石
　
秦
腔
田
す
べ
て
に
共
通
す
る
類
似
句
は
無
い
が
、
逆
に
、
他
の
テ
ク
ス
ト
と
類
似
性
の
な
い
孤
立

句
と
い
う
の
も
ほ
と
ん
ど
無
い
。
こ
れ
ら
は
同
系
統
の
テ
ク
ス
ト
だ
と
言
え
る
。
こ
の
系
統
の
中
で
は
、
晋
劇
　
河
南
木

・
秦
腔
日
の
類

似
性
が
比
較
的
高
い
。

ま
た

「千
歳
」
と
い
う
古
雅
な
呼
称
が
河
南
木
と
険
西
石
の
句
９
　
１４
に
共
通
す
る
。
両
テ
ク
ス
ト
の
古
さ
の
現
れ
で
あ
る
。
ま
た
河

南
木
３２

「自
殺

一
刀
染
黄
泥

」
は
、
後
出
の
険
西
石
４〇

一定
付
銅
釧
血
染
衣
」
と
同
じ
く
、
露
骨
な
流
血
表
現
で
あ
る
と
い
う
点
で
、
や

は
り
古
い
か
た
ち
で
あ
る
。

な
お
、
「
打
賭
」
の
期
限
が
ひ
と
し
く
百
日
に
な

っ
て
い
る
の
に
も
注
意
し
た
い
。
陳
世
美
が
都
に
の
ぼ

っ
て
か
ら

「
釧
美
案
」
ま

で

の
日
に
ち
は
、
『
秦
香
蓮
』
劇
の
前
半
部

「
琵
琶
詞
」
で
は
、
劇
種
を
問
わ
ず
三
年
と
い
う
の
が
普
通
で
あ
り
、
矛
盾
す

る
。
こ

の
矛
盾

は
椰
子
系
各
劇
種
が
ひ
と
し
く

「
琵
琶
詞
」
を

一
黙
殺
」
し
て
い
る
事
実
と
と
も
に
、
「琵
琶
詞
」
の
起
源
が
椰
子
で
は
な
い
と

い
う
事

実
を
示
唆
す
る

（「琵
琶
詞
」
に
つ
い
て
の
考
察
は
、
本
稿
の
範
囲
を
超
え
る
の
で
割
愛
す
る
）
。
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〔対
照
表
　
甲
〕
第
〓
面

「９
２
３６

（
ス
ペ
‐
ス
の
都
合
上
、　
一
部
劇
種
は
対
照
表
乙
丙
に
転
記
）

京
劇
抄
―
　
　
‐
・
（句
３７

へ
）

京
劇
劉
↓
　
　
↓

（句
３７

へ
）

京
劇
戯
↓
　
　
↓

（句
３７

へ
）

京
劇
彙
↓
　
　
↓

（句
３７
へ
）

京
劇
裏
↓
２．
到
如
今
地
母
子
前
来
尋
体
、
２２
為
甚
蕨
不
相
認
反
把
地
欺
。
↓

評
劇
　
↓
這
木
是

一
句
戯
言
何
必
再
講
、
但
願
体
佃

一
家
人
歓
衆

一
堂
。
父
子
義
夫
妻
情
体
急
能
忘
、
３８
欺
君
罪
由
我
包
塗

一
面
承
当
。

河
北
謝
↓
　
　
‐―

（句
３７

へ
）

河
北
文
↓
　
　
↓

（句
３７
へ
）

河
北
華
↓
３５
這
本
是
秦
香
蓮
告
的
休
、
↓

（句
３７

へ
）

河
北
集
↓
３５
這
本
是
秦
香
蓮
告
的
体
、
↓

（句
３７

へ
）

河
北
現
↓
　
　
↓

（句
３７

へ
）

晋
劇
　
↓

（
〔対
照
表
乙
〕
に
転
記
）

河
南
木
↓

（〔対
照
表
乙
〕
に
転
記
）

豫
劇
朱
↓

（
〔対
照
表
乙
〕
に
転
記
）

豫
劇
李
↓

（
〔対
照
表
丙
〕
に
転
記
）

豫
劇
宋
↓
９
説
得
騎
馬
動
了
気
、
１１
噌
二
人
、
二
人
打
購
見
高
低
。』
（こ
こ
ま
で
。
以
下
の
歌
詞
は
不
明
）

陳
西
石
↓

（
〔対
照
表
乙
〕
に
転
記
）

秦
膝
田
↓

（〔対
照
表
乙
〕
に
転
記
）

淮
劇
曹
‥
　
　
↓

（句
３７
へ
）

楚
劇
　
↓
２‐
地
母
子
我
到
京
都
体
全
然
不
理
、
２６
命
韓
瑛
追
妻
殺
子
称
罪
大
悪
極
。
↓

川
劇
群
↓

（〔対
照
表
丙
〕
に
転
記
）

高
甲
　
↓
２‐
既
是
原
配
到
京
畿
、
↓

（旬
３７

へ
）



西 広 郷
秦 漢 劇

１
２‐
既
是
体
妻
来
我
体
、
↓

（句
３７

へ
）

１
３６
父
母
恩
児
女
情
全
不
思
想
、
↓

↓
２０

（？
）
果
然
是
体
貪
図
富
貴
欺
聖
上
、
３６
貪
新
忘
旧
棄
糟
糠
。
↓

〔対
照
表
　
乙
〕

〔並日
翻刷
〕

９
祢
言
説
自
根
無
有
嬰
。

・０
　
↑

ｎ
臣
与
体
打
賭

一
百
天
。

・２
　
↑

‐３
日
日
里
「
川
劇
司
畑
、

‐４
Ｅ
騎
馬
風
川
輸
司
綱
・

‐５
副
則
劉
翻
悧
瑚
、

・６
休
要
奪
為
臣
獅
子
＊

‐７
　
＊
南
陽
李
虎
大
印
葉
。

・８

　

一

‐９
到
引
田
百
天
未
満
過
、

２０
卿
馴
剰
Ⅶ
倒
結
髪
劃
。

２．
紫
輝
官
相
認
体
、

２２
倒
利
訓
劉
釧
劇
脚
陽
。

２３
拳
打
脚
賜
全
不
説
、

２４
体
将
馴
馴
刊
超
出
官
。

２５
附
馬
官
院
定
巧
計
、

２６
差
来
体
官
院
小
韓
募
。

〔河
南
戯
〕
木
刊
本

説
的
千
歳
無
言
対
、

休
与
利
州
輸
首
級
。

一一

司
測
若
引
体
要
到
、

千
歳
輸
体
項
上
魁
。

司
刻
若
川
体
妻
到
、

我
願
拙
祠
徊
風
府
輸
与
体
。

一↑

我
往
陳
州
放
根
去
、

削
卿
倒
剥
例
悧
倒
雪
削
「
で

木
池
宮
院
去
認
体
、

遠
者
叫
罵
近
者
賜
．

↑

把
他
母
子
超
京
外
、

一

又
差
穏
官
叫
韓
其
。

唱
二
人
打
賭
撃
掌
百
日
内
、

百
日
以
内
明
是
非
。

一↑
百
国
内
査
不
出
体
妻
子
児
女
、

我
拙
這
司
側
大
印
就
激
回
。

口
日
内
査
出
来
体
妻
子
児
女
、

論
国
法
体
就
該
身
首
両
離
。

↑↑

秦
香
蓮
千
里
来
尋
祢
、

例
装
甚
蕨
糊
塗
装
甚
腰
迷
。

↑一↑↑

〔陵
西
〕
石
印
本

見
千
歳
不
信
相
法
好
、

↑
酬

警

定
慰

。

一
日
刻
内
司
ぺ
鋼
「
刑
、

「
詰
Ⅷ
Ⅷ
硼
剖
酬
甲

過
割
刻
醐
翻
矧
捌
悧
期、

南
陽
封
府
是
体
的
。

一↑

至
引
田
令
婦
伐
京
地
、

〔秦
膝
〕

体
那
日
間
言
心
生
気
、

反
道
本
宮
把
体
欺
。

↑↑↑一↑↑↑↑

引
劇
為
臣
要
問
体
、

香
蓮
母
子
都
是
誰
。

地
母
子
進
官
去
見
称
、

例
利
訓
到
釧
劇
足
場
。

一
起
州
馴
刊
離
劇
地
、

一

又
要
殺
地
差
韓
瑛
。

← ← 豫
劇

朱
賛
庭
本

２７
弥
賜
韓
瑛
刀

一
日
、

２８
追
上
地
母
子
柳
林
池
。

２９
韓
瑛
掌
刀
斬
首
級
、

¨
秦
香
蓮
脆
倒
涙
悲
喘
。

３‐
地
把
韓
瑛
心
哭
悔
、

３２
那
韓
瑛
自
殺
在
廟
早
。

３３
秦
香
蓮
有
主
意
、

３４
地
来
到
臣
府
告
下
休
。

３５
地
告
体
殺
妻
減
門
三
款
罪
、

３６
有
了
新
婚
忘
旧
妻
。

〔晋
劇
〕
旬
３７
へ

↑↑

那
韓
其
伴
作
向
馬
体
、

要
害
他
母
子
命
帰
惜
。

韓
其
是
個
奇
男
子
、

自
殺

一
刀
染
黄
泥
。

■
朝
馬
汗
来
稟
事
、

体
妻
在
我
府
上
戚
冤
屈
。

祢
要
写
状
把
体
告
、

体
本
是
背
父
忘
母
無
義
賊
。

〔河
南
木
〕
句
３７

ヘ

韓
洪
本
是
真
君
子
、

執
刀
自
列
表
心
跡
。

一↑

地
母
子
二
人
告
下
称
、

一
〔秦
膝
田
〕
句
３７

へ

豫 ← ― ―
← ← ← ← ← ― ―

濠1
朱

陳 ← ← ← ― ― ― ―
西
石

句
37
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〔対
照
表
　
丙
〕

〔豫
劇
　
李
〕

一
句
話
間
得
称
心
中
不
喜
９
、
噌
撃
掌
打
賭
見
高
低
１１
。
体
言
道
今
後
査
出
体
有
妻
子
児
女
１７
ヽ
論
国
法
体
本
該
身
首
両
離
愧
。
我
言

道
今
後
査
不
出
体
要
子
児
女
１５
、
我
把
這
南
街
大
印
譲
体
執
１６
０
秦
香
蓮
千
里
超
超
来
伐
体
瞬
２‐
、
装
甚
腰
糊
塗
体
装
的
甚
磨
迷
２２
０
↓
（句
３７
へ
）

〔川
劇
　
群
〕
到
而
今
香
蓮
果
然
赴
京
地
１９
、
千
里
超
超
尋
夫
婿
２．
。
体
反
説
地
是
嵐
魔
女
、
三
番
両
次
不
認
妻
。
追
殺
母
子
荒
郊
地
２４
、
負
義
忘
情

太
痴
迷
。
常
言
道
充
餞
不
過
粗
茶
膳
、
遮
寒
要
数
棉
布
衣
。
痛
心
不
過
親
児
女
、
恩
愛
還
是
結
髪
妻
。
地
為
体
東
乞
西
討
葬
父
母
、
地
為
体
風
天
雪

地
受
寒
餞
。
↓

（句
３７

へ
）

３７

「勧
弥
相
認
体
妻
女
」
に
つ
い
て

抄
本
の

「
女
」
と
い
う
中
途
半
端
な
韻
字
に
対
し
て
、
以
後
の
京
劇
テ
ク
ス
ト
は
も
ち
ろ
ん
、
河
北
榔
子
旧
木
さ
え

「
正
理
」
と
正
し

く
韻
を
踏
む
。
河
北
榔
子
の
五
〇
年
代
の
改
編
本
は

「
所
為
急
的
」
と
し
た
が
、
現
行
河
北
椰
子
は

「
正
理
」
と
旧
に
復
し
て
い
る
。

豫
劇
朱
の

「
正
埋
」
は
京
劇
系
を
ま
ね
た
の
だ
ろ
う
。
そ
も
そ
も
河
南
木
に
は
該
当
句
が
な
か
っ
た
の
だ
。
楚
劇
や
淮
劇
の

「
正
理
」

も
京
劇
を
ま
ね
た
の
だ
ろ
う
。



他
劇
種
の
韻
字
で
は
、
晋
劇
の

「
認
」
は
踏
み
落
と
し
て
い
る
。
川
劇
群
の

「
女
」
は
抄
本
と

一
致
す
る
が
、
こ
れ
は
単
な
る
偶
然
だ

ろ
う
。
高
甲
戯
と
都
劇
は
同
じ
く

「
合
宜
」
で
韻
を
踏
む
。
同
じ
福
建
の
劇
種
だ
け
あ

っ
て
、
高
甲
戯
と
廊
劇
の
類
似
性
は
強
い
。

３８

「
老
夫
与
弥
把
本
提
」
に
つ
い
て

「
そ
れ
が
し
が
上
奏
し
て
や
ろ
う
」
と
陳
世
美
に
言

っ
た
包
丞
の
意
図
は
、
文
脈
上

「
貴
公
が
秦
香
蓮
を
妻
と
し
て
認
知
す

れ
ば
、
そ

れ
は
貴
公
自
身
の
重
婚
罪
を
も
認
め
る
こ
と
に
な
る
が
、
重
婚
の
罪
は
間
わ
れ
な
い
よ
う
、
皇
帝
に
上
奏
し
と
り
な
し
て
や
ろ
う
」
と
い

う
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
句
を
宥
和
と
す
る
な
ら
、
次
の
句
３９
　
４０
は
脅
し
で
あ
る
。

宥
和
と
し
て
は
、
抄
本
の
表
現
は
曖
味
な
い
し
婉
曲
で
あ
る
。
他
の
劇
種
で
は
、
晋
劇
は

「
臣
我
保
弥
無
是
非
」
と
は
っ
き
り
無
罪
を

請
け
負

っ
て
お
り
、
豫
劇
は

「
は
じ
め
の
賭
け
の
こ
と
、
あ
れ
は
無
か
っ
た
こ
と
に
し
よ
う
じ
ゃ
な
い
か
」
と
提
案
し
て
お
り
、
西
秦
戯

も

「過
ぎ
た
事
は
、
そ
れ
が
し
は
気
に
か
け
ぬ
」
と
、
い
ず
れ
も
鮮
明
な
語
り
日
で
あ
る
。

た
だ
し
、
罪
の
免
除
を

エ
サ
に
陳
世
美
に
認
知
を
迫
る
と
い
う
妥
協
的
取
引
は

（厳
密
に
考
え
れ
ば
）
韓
瑛
自
殺
の
責
任
を
曖
味
に
し
、

包
丞
の
イ
メ
ー
ジ
に
暇
疵
を
つ
け
か
ね
な
い
。
そ
の
た
め
か
、
こ
こ
で
は
該
当
句
を
欠
く
劇
種
の
方
が
多
い
。

〔対
照
表
　
甲
〕
第
四
面

「
３７
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
３８

京
劇
抄
↓
勧
体
相
認
称
妻
女
、　
　
　
老
夫
与
称
把
木
題
。

京
劇
劉
↓
騎
馬
公
相
認
是
正
理
、　
　
　
　
↓

京
劇
戯
↓
我
勧
祢
相
認
是
正
理
、　
　
　
　
↓

京
劇
彙
↓
我
勧
称
相
認
是
正
理
、　
　
　
　
↓

京
劇
装
↓
我
勧
体
認
香
逆
是
正
理
、　
　
　
↓

評
劇
　
↓
勧
附
馬
、
勧
尉
馬
体
還
要
再
想
再
思
再
思
再
想
、
‘

河
北
謝
↓
勧
体
相
認
為
正
理
、　
　
　
　
　
↓

河
北
文
↓
勧
祢
相
認
為
正
理
、　
　
　
　
　
↓

「
３９若
要
不
認
他
母
子
、

「
４０な
番
了
老
包
的
面
皮
定
不
依
。』

禍
到
臨
頭
悔
不
及
。』

禍
到
臨
頭
悔
後
遅
。』

禍
到
臨
頭
悔
後
遅
。』

禍
到
了
臨
頭
悔
不
及
。』

難
道
説
体
是
個
鉄
打
的
心
腸
。』

惹
着
老
包
的
面
皮
後
悔
遅
。』

惹
番
了
老
包
的
面
皮
後
悔
遅
。』

中国地方劇脚本の流伝と展開

河
北
華
↓
問
千
歳
体
不
副
所
為
急
的
。』

河
北
集
↓
問
千
歳
体
不
認
所
為
急
的
。』

河
北
現
↓
骨
肉
団
衆
是
正
理
、

晋
劇
　
↓
鮒
馬
体
把
民
婦
認
、

河
南
木
↓
　
　
↓

豫
劇
朱
↓
調
下
地
母
子
個
才
是
正
理
、

豫
劇
李
↓
奉
勧
騎
馬
認
下
好
、

陳
西
石
↓
想
忍
不
訓
結
髪
妻
。

秦
腔
回
↓
我
勧
体
相
認
莫
遅
疑
。

淮
劇
曹
↓
我
勧
体
認
香
蓮
才
是
正
理
、

楚
劇
　
↓
我
勧
祢
認
香
蓮
本
是
正
理
、

川
劇
群
↓
我
勧
体
認
下
香
蓮
女
、

高
甲
　
↓
理
応
相
訓
才
合
宜
。

落
劇
　
↓
我
勧
体
相
認
即
合
宜
。

広
漢
　
‐ヽ
　
　
↓

西
秦
　
ｌ
ｖ　
　
↓

一（巧“許嗽̈
鰤制嘲「は

臣
我
保
体
無
是
非
。

当
初
的
打
賠
之
事
噛
永
不
提
。』

当
初
体
打
賭
事
噛
永
不
再
提
。』

夫
妻
団
衆
両
相
依
。

前
事
老
夫
不
計
較
、

体
今
不
把
民
婦
認
、

要
按
起
大
宋
律
条
間
、

為
臣
若
照
律
上
間
、

偉
若
体
不
認
香
蓮
女
、

僕
若
射
馬
自
執
意
、

体
若
執
意
不
肯
認
、

也
免
得
禍
到
臨
頭
悔
之
不
及
。』

我
将
体
腰
剰
三
徴
祢
死
也
不
屈
．』

把
祢
腰
断
二
載
下
油
池
。』

定
付
銅
釧
血
染
衣
。」

４‐
人
能
回
頭
是
善
意
、
４２
体
富
貴
莫
忘
糟
糠
妻
．』

如
不
然
定
叫
体
後
悔
不
及
。』

伯
的
是
禍
到
臨
頭
後
悔
不
及
。』

照
律
勘
問
体
悔
不
及
。』

事
到
臨
頭
反
悔
遅
。」

事
到
臨
頭
反
悔
遅
。』

難
道
説
称
是
那
鉄
打
心
腸
。』

但
望
称
夫
妻
再
団
円
。』

３９

「若
要
不
認
他
母
子
」
に
つ
い
て

前
句
を
宥
和
と
す
る
な
ら
、
本
句
は
威
嚇
な
い
し
脅
し
に
あ
た
る
。
前
句
同
様
こ
の
句
を
欠
く
テ
ク
ス
ト
の
方
が
多
い
。
晋
劇
と
川
劇

群
に
類
似
句
が
あ
る
。
ま
た
河
南
木
と
険
西
石
、
川
劇
群

（
た
だ
し
句
４０
）
の
三
劇
種
は

「
も
し
法
律
に
照
ら
し
て
処
断
す
る
な
ら
」
と
、

法
律
を
も
ち
だ
し
て
露
骨
に
お
ど
す
。

一［
甲
戯
と
廊
劇
は

「
執
意
」
と
い
う
単
語
を
共
有
し
、
こ
こ
で
も
類
似
性
を
発
揮
し
て
い
る
。

４０

「
惹
番
了
老
包
的
面
皮
定
不
依
」
に
つ
い
て



。
　
　
北
京
の
状
況
を
見
る
と
、
抄
本
の
み

「定
不
依
」
で
、
他
は

「後
悔
遅
」
「悔
不
及
」
と
す
る
。
抄
本
と
の
類
似
性
を

『
戯
考
」
以
上

１
　
に
引
き
ず
り
、
「老
包
的
面
皮
」
と
い
う
古
僕
な
表
現
を
共
有
す
る
河
北
椰
子
旧
本
さ
え
、
さ
す
が
に

「後
悔
遅
」
と
し
て
い
る
。
こ
の

点
か
ら
も
、
抄
本
の
表
現
が
い
か
に
古
い
か
た
ち
を
残
し
て
い
る
か
が
わ
か
る
。
こ
の

「後
悔
し
て
も
手
遅
れ
だ
ぞ
」
と
い
う

「
ソ
フ
ト

な
脅
し
」
は
、
楚
劇

・
淮
劇
　
川
劇
群
　
高
甲
戯

・
爺
劇
に
共
通
す
る
が
、
こ
れ
ら
は
京
劇
系
を
参
考
に
改
編
し
た
の
だ
ろ
う
。

ま
た
、
晋
劇
と
河
南
木
は

「腰
を
ぶ
っ
た
ぎ
っ
て
や
る
」、
険
西
石
は

「き
っ
と
銅
の
ギ
ロ
チ
ン
に
か
け
て
、
服
を
血
ま
み
れ

に
し
て

や
る
」
と
、
例
に
よ
っ
て
い
か
に
も
椰
子
的
な
露
骨
な
表
現
で
あ
る
。
豫
劇
朱
は
該
当
句
を
カ
ッ
ト
し
た
の
だ
ろ
う
。
ま
た
、
秦
腟
田
は
、

こ
う
し
た
旧
本
の
流
血
表
現
句
の
か
わ
り
に
句
４‐

．
４２
を
新
た
に
自
製
し
た
の
だ
ろ
う
。

以
上
の

「脅
し
」
的
な
句
に
対
し
て
、
新
中
国
の
評
劇
は

「ま
さ
か
、
あ
な
た
の
心
だ
っ
て
、
鉄
の
よ
う
に
か
た
く
な
で
は
あ
る
ま
い

に
」
と
、
優
し
い
語
り
口
で
あ
る
。
広
東
漢
劇
の
該
当
句
は
評
劇
を
ま
ね
た
の
だ
ろ
う
。

西
秦
戯
は
南
方
の
劇
種
ら
し
く
、
７
い
●
巴

系
の
脚
韻
に

「
…
再
団
円
」
と

「
ｏ
」
が
混
入
し
て
い
る
。

以
上
で

「鋼
美
案
」
前
半
の
歌
詞
の
検
討
を
終
わ
る
。

四
　
「
釧
美
案
」

（後
半
）

の
歌
詞
の
対
照

ま
ず
、
使
用
す
る
テ
ク
ス
ト
に
つ
い
て
補
足
説
明
を
す
る
。

古
い
脚
本
で
あ
る
河
南
本
に
は
、
こ
の
歌
詞
に
該
当
す
る
箇
所
は
な
い
。

曲
劇
は
地
方
劇
で
は
な
い
が
、
豫
劇
と
き
わ
め
て
近
縁
の
歌
詞
を
も
つ
の
で
、
便
宜
的
に
と
り
あ
げ
た
。

新
し
く
加
わ
っ
た
黄
梅
戯
は
、
映
画

『秦
香
蓮
』
か
ら
の
録
音
で
あ
る
。

ま
た
、
前
半
の
対
照
で
使
用
し
た
テ
ク
ス
ト
で
も
、
こ
の
箇
所
の
歌
詞
を
載
せ
て
い
な
い
資
料
は
使
え
な
い
の
で
、
対
照
す
る
劇
種
数

は
十
二
に
な
り
、
テ
ク
ス
ト
の
種
類
も
二
〇
に
減

っ
て
い
る
。

中国地方劇脚本の流伝と展開

こ
の
歌
詞
は
短
い
が
、
「釧
美
案
」
後
半
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
で
あ
り
、
前
半
の
歌
詞
に
劣
ら
ず
有
名
な

一
段
で
あ
る
。

以
下
、
前
半
と
同
じ
要
領
で
、
歌
詞
の
類
似
性
を
見
て
い
こ
う
。

１

「
叫
人
来
看
我
俸
銀
三
百
両
」
に
つ
い
て

「俸
銀
」
と

「
三
百
両
」
と
い
う
語
が
各
劇
種
に
広
く
共
通
し
て
い
る
。

２

（抄
本
に
該
当
句
な
し
）

新
中
国
の
歌
詞
で
あ
る
京
劇
叢

・
評
劇
　
河
北
集
　
川
劇
群
等
の
歌
詞
が
と
も
に

「秦
香
蓮
」
で
終
わ

っ
て
い
る
の
は
印
象
的
で
、
こ

れ
は
五
　
六
〇
年
代
に
伝
播
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

３

（抄
本
に
該
当
句
な
し
）

「這
是
紋
銀
三
百
両
」
が
京
劇
叢
　
評
劇
　
河
北
集
　
黄
梅
戯
と
い
っ
た
新
し
い
テ
ク
ス
ト
に
共
通
し

て

い
る
。
前
句
同
様
、
五

・
六

〇
年
代
に
伝
播
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
句
１
と
違

っ
て
、
こ
こ
で
は
包
丞
が
秦
香
蓮
に
直
接
銀
を
渡
す
場
面
な
の
で
、
「
紋
銀
」
が

よ

い
。

「俸
銀
」
だ
と

「
こ
れ
は
私
の
俸
銀
だ
が
、
特
別
お
ま
え
に
与
え
る
の
だ
ぞ
」
と
い
う

ニ
ュ
ア
ン
ス
に
受
け
取
ら
れ
か
ね
な

い
。
そ

の
た

め
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で

「俸
銀
」
と
す
る
の
は
曲
劇

（豫
曲
謝
）
と
陳
西
石
の
み
で
あ
る
。

４

「与
弥
母
子
作
養
廉
」
に
つ
い
て

京
劇
テ
ク
ス
ト
は

「与
祢
母
子
」
↓

「
香
蓮
拿
去
」
↓

「拿
国
家
去
」
と
改
編
さ
れ
て
い
る
。
河
北
椰
子
は
、
こ
こ
で
も
京
劇
の
改
編

を
追
い
か
け
る
よ
う
に
改
編
さ
れ
て
い
て
、
五
〇
年
代
の
河
北
集

「
体
母
子
」
は
い
ま
だ
抄
本
の
影
を
引
き
ず

っ
て
い
る
。
こ
の
改
編
の

タ
イ
ム
　
ラ
グ
こ
そ
、
京
劇

か
ら
河
北
榔
子

へ
と
い
う
、
民
国
以
降
の
伝
播
の
方
向
を
示
す
。
た
だ
し
、
こ
の

「拿
国
家
去
」
な

い
し

「
拿
去
回
家
」
を
存
す
る
京
劇
　
評
劇
　
河
北
現

・
陳
西
石
　
秦
腔
田
　
黄
梅
　
瑯
劇
　
西
秦
戯
の
う
ち
最
古
の
テ
ク
ス
ト
は
陳
西
石

な

の
で
、
こ
の

「拿
国
家
去
」
に
関
し
て
は
京
劇
が
秦
腔
を
参
考
に
し
た
可
能
性
も
あ
る
。

抄
本
　
京
劇
　
河
北
文
に
共
通
す
る

「養
廉
」
も
古
風
な
表
現
だ
が
、
現
代
人
に
は
聞
き
取
り
に
く
い
。
ま
た
韻
字
と
し
て
は
河
北
謝



「
１

京
劇
抄
　
叶
人
来
月
我
制
側
三
百
両
、

京
劇
戯

（揺
板
）
調
週
爺
的
侶
側
三
伯
両
、

京
劇
彙
　
看
過
爺
的
体
銀
三
百
両
、

京
劇
叢
　
　
　
↓

評
劇
　
　
取
我
俸
銀
三
百
両
、

河
北
謝
　
叫
人
来
看
我
俸
銀
三
百
両
、

河
北
文
　
有
了
人
来
測
週
銀
三
百
両
、

河
北
集
　
‘一
過
我
体
銀
三
百
両
、

河
北
現
　
剰
週
本
側
三
百
両
、

豫
劇
朱
　
（「対
照
表
戊
〕
に
転
記
）

（
対
照
表
戊
〕
に
転
記
）

倉
対
照
表
成
〕
に
転
記
）

秦
膝
田
　
（
〔対
照
表
戊
〕
に
転
記
）

ｌａ
叫
工
朝
看
銀
三
百
両
。
＊

＊
ｌｂ
三
百
両
体
銀
拿
手
中
、

〔対
照
表
　
丁
〕
第

一
面

取
我
的
俸
銀
三
百
両
、

叫
主
朝
取
過
俸
銀
三
百
両
、

＊
２ｂ
公
堂
退
体
告
夫
状
、

双
手
交
与
秦
香
薄
。

快
快
喚
来
秦
香
薄
。

回
頭
再
叫
秦
香
蓮
。

日
頭
再
叫
秦
香
薄
。

２ａ
転
面
我
把
香
連
叫
、
＊

＊
２ｂ
相
爺
有
言
聴
心
間
。

双
手
交
与
泰
香
蓮
．

た
快
快
交
与
秦
香
蓮
。
＊

２ｃ
常
言
道
退
後

一
歩
自
然
寛
。

這
是
紋
銀
三
百
両
、

三
百
紋
銀
交
与
体
、

二
百
両
紋
銀
交
給
休
、

＊
４ｂ
喫

一
半
、
剰

一
半
、

三
百
両
俸
銀
交
与
体
、

「
４与
体
母
子
作
養
廉
。

香
蓮
拿
去
作
養
廉
。

香
蓮
拿
去
作
養
謄
。

拿
国
家
去
度
飢
寒
。

拿
国
家
去
度
荒
年
。

与
体
母
子
作
贈
養
。

与
体
母
子
作
養
廉
。

体
母
子
帯
去
回
家
園
。

拿
回
家
去
度
荒
年
。

４ａ
回
均
州
路
上
作
盤
川
、
＊

４ｃ
留
下

一
半
耕
荘
口
。

同
到
均
州
種
庄
口
。

広 廊 高
漢 劇 甲

川 黄 淮
劇 梅 劇
群   曹

陳 豫
西 由
石 謝

只
是
爺
的
倒
給
剣
子
二
百
両
、
　

剣
回
刻
刻
務
庄
円
。

叫
王
朝
取
俸
禄
三
百
銀
、

王
朝
取
我
俸
銀
三
百
両
、

還
是
回
頭
先
勧
刻
割
劇
。

老
包
贈
体
紋
銀
三
百
両
、

取
出
皇
銀
三
百
両
、

三
百
紋
銀
交
香
蓮
。

＊
４ｂ
喫

一
半
来
留

一
半
、

２ｄ
国
太
公
主
了
不
成
。
＊

拿
回
家
去
養
児
童
。

送
与
体
母
子
徴
盤
川
。

拿
国
家
去
度
肌
寒
。

我
勧
体
暫
且
帰
家
転
、

体
母
子

一
斉
回
家
転
、

香
蓮
拿
去
国
家
庭
。

４ａ
回
均
州
路
上
作
盤
纏
。
＊

４。
留
下

一
半
耕
回
園
．

香
蓮
拿
調
国
製
郷
。

ん
剰
氏
司
固

一
声
稟
。
２ｂ
相
爺
把
話
説
心
中
、
２ｃ
有
心
准
了
体
的
状
、

＊
我
贈
体
紋
銀
三
百
両
、

三
百
両
紋
銀
来
看
過
、

這
是
紋
銀
三
百
両
、

〔対
照
表
　
戊
〕
左
の
劇
種
の
款
詞
は
独
特
な
の
で
、
以
下
に
記
す
。

〔豫
劇
　
朱
〕
公
一人
）
説
甚
磨
青
天
父
母
官
、
這
官
司
間
着
実
作
難
。
体
没
有
拾
頭
往
上
看
、
三
道
聖
旨
到
堂
前
。
（句
３

へ
）

〔豫
山
　
謝
〕
（飛
板
）
説
甚
蕨
青
天
父
母
官
、
這
官
司
問
着
真
作
難
。　
一
個
個
為
的
陳
世
美
、
無

一
人
為
体
秦
香
蓮
。
（句
３

へ
）

〔陳
西
　
石
〕
王
朝
馬
漢

一
声
叫
、
相
爺
有
言
聴
根
芽
。
看
爺
的
俸
給
銀
子
三
百
両
、
要
与
香
連
贈
盤
纏
。
（句
２ａ
へ
）

〔秦
腔
　
田
〕
竜
国
大
為
救
騎
馬
命
、
叫
我
売
法
送
人
情
。
明
知
香
蓮
有
血
性
、
量
能
見
銀
冤
不
鳴
。
（句
ｌａ
へ
）

〔広
漢
〕
香
蓮
冤
屈
永
無
伸
、
左
難
右
難
我
難
決
断
。
（句
１

へ
）

中国地方劇脚本の流伝と展開

「贈
養
」
の

「養
」
は
む
ろ
ん
、
京
劇
彙

「養
贈
」
の

「謄
」
も
仄
字
で
、
韻
と
し
て
は
不
適
格
。
そ
の
た
め
京
劇
叢
で
は

「拿
回
家
去

度
飢
寒
」
と
改
編
さ
れ
た
。
黄
梅
戯
に
も
共
通
句
。
評
劇
と
河
北
現
の

「拿
回
家
去
度
荒
年
」
も
類
似
。

こ
の
ほ
か
映
西
石
の

「拿
国
家
去
務
庄
日
」
の

「庄
田
」
は
豫
劇
と
共
通
し
、
豫
劇
の
句
４ａ
２
４ｃ
は
広
東
漢
劇
と
酷
似
す
る
。

５

「叫
体
児
南
学
把
書
念
」
に
つ
い
て

「把
書
念
」
と
い
う
抄
本
の
句
は
、
各
地
方
劇
と
も
類
似
性
が
高
い
。
「私
塾
」
の
意
の

「南
学
」
と
い
う
古
雅
な
表
現

は
、
現
代
で

は
難
解
化
し
た
た
め
、
秦
腔
田
を
除
く
新
中
国
以
後
の
各
劇
種
で
は
無
く
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
「息
子
を
」
と
い
う
表
現
が
、
各
劇
種

と
も
現
行
の
歌
詞
の
多
く
で
は

「児
女
」
「子
女
」
に
な
っ
て
い
る
。
「教
育
に
於
け
る
男
女
同
権
」
を
意
識
し
て
い
る
よ
う
で
面
白
い
。

６

「
長
大
成
人
莫
作
官
」
に
つ
い
て

高
甲
戯

「
不
可
為
官
貪
富
貴
」
以
外
、
各
劇
種
と
も
類
似
句
を
も
つ
。



〔対
照
表
　
丁
〕
第
〓
面

京
劇
抄
　
叫
体
児
南
学
把
書
念
、
　
　
　
長
大
成
人
莫
作
官
。
　
　
　
体
丈
夫
不
把
高
官
徴
、
　

急
叫
体
夫
妻
父
子
不
団
円
。』

京
劇
戯
　
叫
体
的
引
矧
南
引
把
書
念
、
　

自
管
読
書
莫
作
官
。
　
　
　
例
劃
剣
不
把
記
宙
作
、
　

焉
能

一
家
不
団
円
。
　
　
　
到
Ⅷ
剤
劃
Ⅶ
酬
颯
ご

京
劇
彙
　
叫
体
的
日
月
劇
「
把
書
念
、
　

日
管
読
書
莫
作
官
。
　
　
　
例
劇
渕
不
把
訂
富
作
、
　

焉
能

一
家
不
岡
円
。
　
　
　
馴
Ⅷ
劃
割
到
ゴ
引
、
』

京
劇
叢
　
教
称
川
翼
把
書
念
、　
　
　
　
■
ガ
誌
割
鄭
僧
常
「
　
　
　
倒
剣
剣
倒
把
瀞
常
作
、
　
剣
劉
倒
一
家
就
不
団
円
。
　
帯
角
川
刻
嘲
劉
刺
、』

評
劇
　
　
教
養
引
ガ
把
書
念
、　
　
　
　
「
冽
ぶ
乱
■
●
「
。　
　
　
例
劇
劇
倒
把
這
高
官
作
、
他
割
倒
例
挙
家
不
団
円
。
　
日
刊
ヨ
川
回
劇
引
、』

河
北
謝
　
叫
休
児
習
学
把
書
念
、　
　
　
叫
他
読
書
体
作
官
。　
　
　
称
丈
夫
不
把
高
官
作
、
　
急
叫
体
夫
妻
父
子
不
団
円
。』

河
北
文
　
叫
体
児
南
学
把
書
念
、
　
　
　
但
念
詩
書
体
作
官
。
　
　
　
称
夫
不
把
高
官
作
、
　
　
急
得
父
子
夫
妻
不
団
円
。』

河
北
集
　
扶
養
万
女
把
書
念
、
　
　
　
　
教
他
個
念
書
莫
散
官
。
　
　
例
劇
剣
倒
把
一颯
営
倣
、
　

創
釧
倒
骨
肉
難
団
円
。
　
　
帯
債
丹
安
劃
刻
日
、』

河
北
現
　
扶
養
州
引
把
書
念
、　
　
　
　
叫
他
側
読
書
莫
日
官
。
　
　
例
劃
剣
倒
把
那
静
富
坐
、
剣
釧
洲
骨
肉
不
団
円
。
　
　
体
帯
須
川
安
国
製
朝
」

豫
劇
朱
　
送
称
川
劇
把
書
唸
、　
　
　
　
光
唸
書
可
別
譲
他
再
倣
官
。
側
劇
剣
若
不
把
高
徹
傲
、
急
能
会

一
家
不
団
円
。　
　
　
　
↓

＊

＊
１０
這
官
司
我
不
能
乗
公
断
、
Ｈ
対
不
起
足
■
黄
土
頭
上
青
天
。』

豫
山
謝
　
送
体
周
引
把
書
念
、　
　
　
　
光
念
書
可
別
誰
他
再
日
官
。
例
劇
剣
若
不
把
献
常
作
、
恋
居
家
昨
会
不
団
円
。　
　
　
　
↓

＊

ネ
ーｏ
這
官
司
我
不
能
乗
公
断
、
Ｈ
対
不
起
足
下
黄
上
頭
上
青
天
。」

険
西
石
　
叫
体
児
子
把
書
説
、
　
　
　
　
只
読
書
来
莫
微
官
。
　
　
　
倒
剣
夫
不
把
官
来
倣
、
　

具
家
焉
能
不
団
円
。　
　
　
　
　
↓
＊

＊
１０
体
莫
要
想
来
不
要
勝
、
１１
夫
妻
恩
愛
分
両
辺
。
１２
没
良
心
之
人
交
天
断
、
１３
木
公
行
在
両
難
間
。』

秦
膝
回
　
送
児
南
学
把
書
希
、
　
　
　
　
只
読
詩
書
英
作
官
。
　
　
　
体
丈
夫
不
把
高
官
坐
、
　

豊
能
骨
肉
自
相
残
。
　
　
　
場
附
香
蓮
下
堂
日
、
＊

＊
¨
我
也
要
辞
朝
不
作
官
。」

淮
劇
曹
　
国
家
叫
児
上
学
館
、　
　
　
　
只
読
詩
書
莫
徴
官
。
　
　
　
祢
丈
夫
若
不
把
高
官
枚
、
祢
母
予
想
会
到
這
般
。』

黄
梅
　
　
教
養
刊
劇
把
書
唸
、　
　
　
　
十
五
中
書
■
信
官
・　
　
　
硼
矧
剣
早
把
司
官
徴
、
他
　
他
割
倒

一
家
不
団
円
。
　

体
倒
刊
ヨ
川
回
刻
引
』

川
劇
群
　
５ａ
好
好
撫
育
女
和
男
．
５ｂ
待
等
児
女
成
人
後
、
５ｃ
体
母
子
自
会
有
喫
穿
。
５ｄ
切
莫
再
指
望
負
心
漢
、
贅
切
莫
想
錦
衣
玉
食
把
光
浩
。
＊

＊
５ｆ
目
後
冬
丹
把
書
唸
、
　
　
　
切
莫
譲
他
来
徴
官
。　
　
　
　
　
↓

＊
１０
作
所
我
清
官
難
断
家
務
案
、
■
反
不
如
庶
民
百
姓
楽
清
間
。』

広 郷 高
漢 劇 甲

用
心
撫
養
已
利
刻
、
　
　
　
　
不
可
為
官
貪
富
貴
。　
　
　
看
体
丈
夫
為
官
爵
位
高
、

将
体
川
測
好
好
撫
養
、
　
　
　
但
叫
他
只
管
読
書
莫
倣
官
。
弥
丈
夫
倒
把
高
官
散
、

教
養
川
劇
使
成
長
、　
　
　
　
切
莫
譲
他
去
依
官
。　
　
　
例
劇
渕
若
不
把
高
官
徴
、

＊
１０
我
包
ス
恨
無
能
乗
公
判
断
、
１１
亦
愧
対
足
下
黄
上
頭
上
青
天
。」

教
体
川
刻
把
書
喩
、　
　
　
　
「
プ
嘱
劃
寿
償
割
。　
　
　
例
劃
剣
若
不
把
記
宙
餃
、
態
能

一
家
不
団
円
。

＊
“
莫
貪
富
貴
享
栄
華
．』

倒
割
剣

一
家
受
苦
楚
。』

割
例

一
家
不
得
団
円
。　

　

“
倒
体
川
ョ
叫
到
詈

想
会
使
体

一
家
受
苦
顛
連
。
　
　
↓

＊

中国地方劇脚本の流伝と展開

７

「
弥
丈
夫
不
把
高
官
枚
」
に
つ
い
て

川
劇
以
外
は
類
似
。
「休
丈
夫

一
と
い
う
呼
称
や
処
置
式
の

「
把
」
が
広
く
共
通
す
る
の
は
、
伝
播
時
期
の
新
し
さ
を
示
唆
す
る
。

８

「想
叫
祢
夫
妻
父
子
不
団
円
」
に
つ
い
て

淮
劇
　
川
劇
　
高
甲
戯
　
広
東
漢
劇
以
外
は

「
不

（得
）
団
円
」
「難
団
円
」
が
共
通
す
る

（川
劇
の
歌
詞
が
い
か
に
独
特

か
、
こ
こ

で
も
わ
か
る
）
。

ま
た

「
想
叫
弥
」
の
部
分
が
各
劇
種
で
違
う
の
も
面
白
い
。
京
劇
で
は
、
最
古
の

「想
叫
弥
」
と
い
う
平
易

な
表
現
が
、
『
戯
考
』
で

「
蔦
能

一
と
文
語
化
し
、
新
中
国
以
後
は
評
劇
同
様

「害
得
体
」
と
ふ
た
た
び
口
語
化
し
て
い
る
。
『
戯
考
Ｌ
と
ほ
ぼ

同
時
期

と
推
定

さ

れ
る
険
西
石
も

「
焉
能
」
で
、
民
国
初
年
の
風
潮
の

一
端
を
感
じ
さ
せ
る
。
例
に
よ

っ
て
河
北
榔
子
は
、
京
劇
の
後
を
追
い
か
け
る
よ
う

に
改
編
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
他
、
星
【得
体
」
星
［体
」
を
使

っ
て
い
る
の
は
黄
梅
　
高
甲
　
郷
劇
の
三
劇
種
で
、
歌
詞
の
新
し
さ
が

示
唆

さ
れ

て

い
る
。
ま

た

「
急
能
」
を
使

っ
て
い
る
豫
劇
朱
と
西
秦
戯
が
酷
似
す
る
。

９

（抄
本
に
該
当
句
無
し
）
以
降
に
つ
い
て

京
劇
抄
本
や
河
北
椰
子
の
旧
本
で
は
、
こ
の
後
、
秦
香
蓮
は

「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
素
直
に
銀
を
受
け
取
る
。
包
丞
が
こ
の

銀
を
与
え
た
意
味
は

一
こ
れ
か
ら
私
は
陳
世
美
を
死
刑
に
す
る
か
ら
、
こ
れ
か
ら
は
、
こ
の
銀
を
も
と
で
に
生
活
し
て
い
き
な
さ
い
」
と



い
う
も
の
で
あ

っ
た
。
が
、
現
行
の
テ
ク
ス
ト
は
、
劇
種
を
問
わ
ず
、
こ
の
歌
詞
の
文
脈
を
変
え
て
い
る
。

つ
ま
り
、
皇
太
后
の
剣
幕
に

１‐
　
屈
し
た
包
丞
が
、
秦
香
蓮
に

「
陳
世
美
を
死
刑
に
す
る
の
は
あ
き
ら
め
て
く
れ
。

こ
の
ま
ま
黙

っ
て
田
舎
に
帰
り
、
こ
の
銀
を
も
と
で
に

生
活
し
て
い
き
な
さ
い
一
と
言

っ
て
銀
を
渡
そ
う
と
す
る
が
、
奏
香
蓮
は
受
取
り
を
拒
否
し
、
絶
望
の
涙
を
流
す
、
と
い
う
新
し
い
脚
色

で
あ
る
。
筆
者
の
見
る
限
り
、
こ
の
新
し
い
文
脈
で
こ
の
歌
詞
を
載
せ
る
最
古
の
脚
本
は
、
京
劇
戯

（「
は
考
し

と
陳
西
石
で
あ
る
。

抄
本
は
句
８
ま
で
だ
が
、
他
の
テ
ク
ス
ト
で
は
、
新
し
い
脚
色
に
と
も
な
い

「
秦
香
蓮
よ
、
子
供
を
連
れ
て
帰
り
な
さ
い
」
と
い
う
句

９
が
追
加
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
京
劇

（句
９
）
の

「
下
堂
転
」
「
国
家
転
」
の

「転
」
が
問
題
な
の
で
あ
る
。
「転
」
は

「
帰
る
」

の
意
の
南
方
方
言
で
、
華
北
人
に
は
難
解
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
『
戯
考
』
の

一
下
堂
転
」
は
、
新
中
国
以
降

「
回
家
転
」
と
書
き
改

め
ら

れ
た
。
京
劇
は
、
「上
口
字
」
な
ど
安
徽
　
湖
北
の
方
言
の
影
響
を
か
な
り
後
ま
で
引
き
ず

っ
て
い
た
と
は
い
え
、
も
し
こ
の

「
下
堂
転
」

が
、
民
国
の
こ
の
時
期
に

『
戯
考
』
の
編
者
に
よ
り
新
た
に
書
き
加
え
ら
れ
た
歌
詞
で
あ
る
な
ら
、
も

っ
と
北
京
語
ら
し
い
表
現
に
な

っ

て
も
よ
さ
そ
う
な
は
ず
で
あ
る
が
。

ま
た
、
京
劇
と
評
劇
の
新
し
い
テ
ク
ス
ト
が

「
国
家
転
」
と
改
め
て
い
る
の
は
い
い
と
し
て
、
他
の
劇
種
の
多
く
も

（広
東
漢
劇
に
該

当
す
る
表
現
が
無
く
、
川
劇
で

「
帰
家
転
」
と
な

っ
て
い
る
他
は
）
南
方
の
劇
種
ま
で
み
な

「
国
家
転
」
で
あ
る

（西
秦
戯

「
家
回
転
」

も
類
似
）
。
こ
の
類
似
性
は
、
句
５
の

一
児
女
」
同
様
、
こ
の
歌
詞
の
伝
播
時
期
の
新
し
さ
を
示
唆
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

以
上
で
、
対
照
作
業
を
終
了
す
る
。

五
　
結

論

以
上
の
比
較
検
討
の
結
果
を
ま
と
め
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

一
、
「皮
黄
抄
本
」
は
、
最
古
の

「
釧
美
案
」
テ
ク
ス
ト
で
あ
る
。

す
で
に
見
た
よ
う
に
、
京
劇
抄
の
古
風
な
語
句
の
う
ち

「
五
月
里
端
五
日
」
「南
書
房
」
「南
学
」
な
ど
は
河
北
榔
子
旧
本
と
共
通

中国地方劇脚木の流伝と展開

だ
が
、
「臆
」
「定
不
依
」
な
ど
は
河
北
椰
子
旧
本
に
す
ら
残
っ
て
い
な
い
古
い
か
た
ち
で
あ
る
。
ま
た
、
山
陳
系
の
旧
本
た
る
河
南

木
や
陳
西
石
に
較
べ
て
も
、
古
撲
　
古
風
な
表
現
が
多
い
。
単
に
抄
本
の
歌
詞
が
古
風
な
だ
け
で
な
く
、
実
は
ス
ト
ー
リ
ー
も
現
行

（６
）

と
か
な
り
違
う
吉
い
脚
色
を
残
す
。
演
目
名
の
み
を
と
ど
め
る

一道
光
四
年
度
昇
平
班
毀
日
」
の

「
釧
美
案

一
の
歌
詞
も
、
抄
本
と

そ
れ
ほ
ど
違

っ
て
は
い
な
か

っ
た
ろ
う
。

二
、
河
北
椰
子
の
歌
詞
は
、
京
劇
の
歌
詞
に
酷
似
す
る
。
各
劇
種
の
歌
詞
も
、
京
劇
の
影
響
を
受
け
て
い
る
。

脚
本
比
較
の
結
果
推
定
さ
れ
る
京
劇

「釧
美
案
」
の
歌
詞
の
伝
播
過
程
は
、
左
の
よ
う
に
二
段
階
に
分
け
ら
れ
る
。

ま
ず
皮
黄
（京
劇
の
前
身
）
に
歌
詞
が
伝
播
し
て
き
た
段
惜
。
京
劇

『秦
呑
蓮
』
が
本
来

「釧
美
案
」
の
み
を
演
ず
る
折
子
戯
で
あ

っ
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
一京
劇

「釧
美
案
」
が
す
べ
て
の
地
方
劇

「釧
美
案
」
の
起
源
だ
と
は
考
え
に
く
い
。
た
ぶ
ん
、
「釧
美
案
」

の
歌
詞
は
華
北
　
華
中
の
山
陳
系
榔
子
劇
（広
義
で
の
秦
腔
。
狭
義
で
の
秦
腔
＝
陳
西
椰
子
と
は
限
ら
な
い
）
が
起
源
な
の
で
あ
ろ
う
。

次
に
、
京
劇
の
全
国
普
及
に
伴
い
、
今
度
は
逆
に
京
劇
の
歌
詞
が
各
地
方
劇
に
伝
播
す
る
よ
う
に
な
っ
た
段
階
。
京
劇
の
歌
詞
が

改
編
さ
れ
る
と
、
少
し
遅
れ
て
河
北
椰
子
の
歌
詞
も
京
劇
を
手
本
に
改
編
さ
れ
る
、
と
い
う
パ
タ
ー
ン
が
見
ら
れ
る
。
さ
ら
に
各
劇

種
の
類
似
旬
に
も
、
京
劇
の
影
響
が
濃
厚
に
看
取
さ
れ
る
。
本
来

「女
審
」
系
だ
っ
た
淮
劇
や
、
準

「女
審
」
系
と
で
も
呼
ぶ
べ
き

（９
）

独
特
の
川
劇
旧
本
が
新
中
国
に
な

っ
て

「釧
美
案
」
化
し
た
の
は
、
そ
の
著
し
い
例
で
あ
る
。

三
、
河
北
榔
子
以
外
の
山
陵
系
椰
子
の
歌
詞
は
比
較
的
長
く
、
類
似
性
か
ら
見
て

一
つ
の
グ
ル
ー
プ
を
形
成
し
て
い
る
。

晋
劇
　
河
南
木
　
豫
劇
　
映
西
石
　
秦
腔
日
の
椰
子
系
各
テ
ク
ス
ト
す
べ
て
に
共
通
す
る
類
似
句
は
少
な
く
、
劇
種
間
趨
異
が
相

当
に
進
ん
で
い
る
こ
と
が
わ
か
る
が
、
二
、
三
劇
種
間
の
類
似
関
係
を
繋
聯
し
て
い
け
ば
、
最
終
的
な
類
似
関
係
を
確
認
す
る
こ
と

は
で
き
る
。
ま
た
、
京
劇
系
に
く
ら
べ
、
直
裁
的
で
露
骨
な
表
現
が
多
い
こ
と
も
、
山
陳
系
椰
子
の
歌
詞
の
特
徴
で
あ
る
。

山
欧
系
榔
子
テ
ク
ス
ト
の
通
時
的
な
伝
播
関
係
は
京
劇
や
河
北
榔
子
の
テ
ク
ス
ト
は
ど
明
瞭
で
は
な
く
、
河
南
木
は
豫
劇
よ
り
む

し
ろ
異
劇
種
た
る
晋
劇
と
類
似
す
る
な
ど
、
意
外
な
類
似
特
性
も
見
ら
れ
る
。
が
、
豫
劇
旧
本
と
晋
劇
が
類
似
す
る
な
ど
の
類
似
特
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性
か
ら
、
逆
に
、

い
わ
ば

「椰
子
祖
本
」
と
で
も
呼
ぶ
べ
き
豫
劇
　
晋
劇
　
秦
腔
に
共
通
す
る
祖
本
が
最
初
に
存
在
し
て
、
そ
れ
が

華
北

・
車
中
の
各
地
に
伝
播
し
た
と
い
う
モ
デ
ル
が
考
え
ら
れ
る
。

四
、
華
南
四
劇
種
の
歌
詞
に
は
、
特
に
評
劇
の
歌
詞
の
影
響
が
強
く
見
ら
れ
る
。

民
国
期
の
評
劇

『
秦
香
蓮
』
の
歌
詞
が
京
劇
か
ら
移
植
し
た
も
の
だ

っ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
肥^
、
新
中
国
の
改
編
後
の
＾
Ｈ
）

歌
詞
も
京
劇
と
似
て
い
る
。
新
中
国
政
府
は
戯
曲
改
良
運
動
の
成
果
と
し
て
、
評
劇

『
秦
香
蓮
』
を
外
国
か
ら
の
来
賓
に
見
せ
た
り
、

映
画
化
し
て
香
港
経
由
で
輸
出
し
た
り
し
た
。
華
南
四
劇
種
と
評
劇
の
類
似
性
２
異
に
は
、
そ
う
い
う
新
中
国
以
降
の
時
代
背
景
が

あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

五
、
「釧
美
案
」
後
半
の
歌
詞
の
相
互
類
似
性
は
、
前
半
の
歌
詞
よ
り
ず

っ
と
強
い
。

こ
れ
は
、
後
半
の
歌
詞
が
伝
播
し
た
時
期
が
、
前
半
の
歌
詞
よ
り
比
較
的
新
し
い
こ
と
を
示
唆
す
る
。
河
南
木
に
該
当
歌
詞
が
な

い
こ
と
、
「児
女
」
「
子
女

一
な
ど
の
表
現
の
共
通
性
な
ど
は
、
特
に
そ
の
こ
と
を
示
唆
す
る
。

こ
の
よ
う
な
伝
播
関
係
を
モ
デ
ル
化
し
、
図
示
す
る
と
、
左
の
よ
う
に
な
る

（点
線
は
異
劇
種

へ
の
影
響
を
示
す
）
。

［京
劇
　
評
劇
　
豫
劇
等
を
参
考
に
改
編
し
た
劇
種
］

華
北
系
地
方
劇

仮
想
的
祖
本

「釧
美
案
」

川
劇
群

（各
劇
種

、
特

に
京
劇
を
参
考

に
自
製
）

お

わ

り

に

以
上
、
京
劇

「
釧
美
案
」
の
歌
詞
を
中
心
に
、
各
劇
種
の
歌
詞
の
伝
播
過
程
を
、
脚
本
資
料
の
相
互
比
較
を
通
じ
て
考
察
し
た
。

使
用
声
卜
に
つ
い
て
の
論
及
や
、
一‐女
審
」
系
を
も
含
め
た
地
方
劇

『
秦
香
蓮
』
全
体
の
成
立
　
伝
播
過
程
に
つ
い
て

の
考
察

は
、
紙

数
の
都
合
上
、
割
愛
す
る
。

地
方
劇
は
清
代
に
於
い
て
急
速
に
発
展
し
た
と
い
わ
れ
る
が
、
そ
の
成
立
　
発
展
　
伝
播
の
過
程
に
つ
い
て
は
、
い
ま
だ
不
明
な
部
分

が
多
い
。
不
幸
な
こ
と
に
、
板
腔
体
地
方
劇

（椰
子

・
皮
黄
）
は

「
戯
曲
」
と
し
て
の
評
価
が
高
く
な
い
た
め
、
最
初
に
述
べ
た
よ
う
に
、

従
来
の
研
究
は
、
上
演
史
研
究
を
中
心
と
す
る
演
劇
研
究
に
限
ら
れ
る
傾
向
が
あ

っ
た
。
か
く
て

「
板
腟
体
地
方
劇
の
伝
播
を
研
究
す
る

上
で
の
最
高
の

一
次
資
料
は
、
地
方
劇
の
脚
本
自
身
で
あ
る
」
と
い
う
自
明
の
理
も
、
久
し
く
閑
却
さ
れ
て
い
た
。

本
稿
は
、
脚
本
比
較
と
い
う
視
点
か
ら
、
板
腔
体
地
方
劇
研
究
の
新
し
い
方
法
論
を
あ
え
て
模
索
し
て
み
た
次
第
で
あ
る
。
資
料
の
不

十
分
と
分
析
力
の
限
界
か
ら
、
至
ら
ぬ
点
も
多
い
と
思
う
。
大
方
の
御
叱
正
を
請
う
次
第
で
あ
る
。

（１
）

愛
新
覚
羅
薄
儀

『我
的
前
半
生
』
第

一
章
。

（２
）

『張
庚
戯
劇
論
文
集
８
３
１
８
錮
』
（中
国
社
会
科
学
出
版
社
　
一
九
八
一
）
所
収

「『秦
香
蓮
』
的
人
民
性
」
貧

九
五
五
）
に
は
、

何
十
年
か
前
、
秦
い
で
―■

一賽
琵
琶
」
を
書
き
改
め
、
最
後
に

「倒
美
案
」
に
作
り
直
し
た
。

と
あ
り
、
月
始
白

『中
国
戯
由
論
集
』
（中
国
戯
劇
出
版
社
　
一
九
六
〇
）
一中
国
戯
出
発
展
的
幾
個
実
例
」
二
九
２
四
〇
頁
に
も
、

陵
西
の
秦
卜
に
，
り
、
こ
の
芝
居
は

「釧
美
案
一
と
改
め
ら
れ
、
『韓
瑛
殺
廟
』
の
一
場
が
強
調
さ
れ
る
よ
う
に
な
り

（下
略
）

Ｌ
あ
り
、
■
た
馬
鉄
漢
等

『談
史
説
戯
』
（北
京
出
版
社
　
一
九
八
七
）
に
も
、

辛
亥
革
命
前
後
、
秦
卜
は

「賽
琵
琶
」
を
改
め
て

「釧
美
案
」
と
し
た
。

と
あ
る
。

（３
）

円
明
泰

（周
志
輔
）
『
京
戯
近
百
年
瑣
記
』
所
収
。

［
清

朝

］
　

　

　

　

　

　

　

［清

末

民

初

］
　

　

　

　

［新

中

国

以

降

］

市
系

（山
陳
系
を
参
考
に
改
編
）

（華
南
系
）



（４
）

『京
劇
史
研
究
』
（学
林
出
版
社
　
一
九
八
五
）
所
収

「清
代
乱
弾
戯
在
官
中
発
展
的
史
料
」
二
七

一
頁
お
よ
び
二
九
四
頁
に
宮
廷
で
の
上
演
記

録
を
、
『車
王
府
曲
木
提
要
』
（中
山
大
学
出
版
社
　
一
九
八
九
）
に

「釧
美
案
全
串
貫
」

の
梗
概
を
載
せ
る
。

（５
）

た
と
え
ば
、
似
た
名
前
の
演
目

『香
聯
串
』
と

『秦
香
蓮
』
を
混
同
し
た
記
述
も
多
い
。
『柳
子
戯
簡
史
』
（中
国
戯
劇
出
版
社
　
一
九
八
八
）

一
〇
六
頁
、
『秦
腔
史
考
」
（陳
西
人
民
出
版
社
　
一
九
八
七
）
三
五
―
六
頁
お
よ
び
五
〇
頁
な
ど
。
ま
た

『香
蓮
柏
』
も
よ
く

『秦
香
蓮
』
と
混
同

さ
れ
る
の
で
要
注
意
で
あ
る
。

（６
）

平
劇
史
料
叢
刊

『京
劇
二
百
年
歴
史
』
（伝
記
文
学
出
版
社
　
民
国
六
三
年
影
印
初
版
）
附
録
の
東
隣

「鞠
部
拾
遺
」

一
四
頁
に
、

あ
る
人
は
言
う
、
京
班
に
は
も
と
も
と
こ
の
演
目
は
無
く
、
実
は
椰
子
班
の
中
か
ら
取
り
入
れ
た
の
だ
と
。
ま
た
、
あ
る
人
は
言
う
、
秦
腟
に

は

『
五
雷
陣
』
と
い
う
演
目
が
無
か
っ
た
の
で
、
脚
本
を
京
班
に
乞
う
た
が
、
京
班
は
秦
腔

「釧
美
案
」
の
脚
本
と
交
換
に
す
る
こ
と
を
求
め

た
、
こ
れ
が

「釧
美
案
」
が
京
班
に
流
入
し
た
歴
史
で
あ
る
、
と
。

こ
れ
ら
が
真
実
か
嘘
か
分
か
ら
な
い
が
、
「釧
美
案
」
劇
の
言
葉
の
部
俗
さ
は
、
ま
こ
と
に
秦
腔
の
作
品
の
よ
う
で
あ
る
。

と
あ
る
。
文
脈
上

「秦
腔
」
は
陳
西
椰
子
で
は
な
く
、
河
北
榔
子

（あ
る
い
は
そ
の
前
身
た
る

「山
陳
椰
子
し

を
指
す
。

（７
）

田
仲

一
成

「明
初
以
来
、
西
廂
記
の
流
伝
と
分
化
」
「
伊
藤
漱
平
教
授
退
官
記
念
中
国
学
論
集
』

一
九
八
六
）
お
よ
び
同

『中
国
祭
祀
済
劇
研

究
』
（東
洋
文
化
研
究
所
　
一
九
八

一
）
な
ど
。

（８
）

「皮
黄
抄
本
」
の
結
末
は
、

包
捧
が
陳
世
美
を
処
刑
し
た
あ
と
、
皇
后
と
公
主

（こ
の
組
み
合
わ
せ
も
現
行
と
違
う
）
が
泣
き
な
が
ら
、
皇
帝
に
包
丞
を
訴
え
る
。
皇
帝
は

包
丞
か
ら
事
情
を
聞
き
、
包
捧
の
措
置
を
追
認
す
る
。
包
握
は
、
秦
香
蓮
母
子
を
官
中
に
入
れ
て
保
護
す
る
よ
う
、
皇
帝
に
進
言
し
、
許
さ
れ
る
。

と
い
う
も
の
。
陳
西
石
も
同
様
の
結
末
で
あ
る
が
、
現
行

「側
美
案
」
で
こ
の
結
末
を
残
す
劇
種
は
無
い
。

（９
）

筆
者
が
寓
日
し
た
範
囲
で
は
、
博
斯
年
図
書
館
の

『秦
香
蓮
小
琵
琶
』
（上
海
大
通
書
社
　
「民
国
己
巳
年
」
出
版
）
が
最
古
の
淮
劇
テ
ク
ス
ト

だ
が
、
「女
審
」
系
の
大
筋
に

一釧
美
案
」
の
プ
ロ
ッ
ト
を
加
味
し
た
独
特
の
脚
木
で
あ
る
。
ま
た
同
じ
く
博
斯
年
図
書
館
に
蔵
せ
ら
れ
て
い
る
川

劇
の
木
刊
木
の
テ
ク
ス
ト

『陳
世
美
別
家
』
（文
明
書
社
　
年
次
不
明
）
及
び
そ
の
続
編
た
る

『大
審
世
美
』
（炉
州
三
星
堂
　
光
緒
八
年
）
も
、
全

く
異
色
の

『秦
香
蓮
』
で
あ
り
、
そ
の

「劉
美
案
」
部
分
に
は
京
劇
系
と
対
照
す
べ
き
該
当
歌
詞
が
無
い
。

（１０
）

『戯
曲
群
星
』

一

（広
播
出
版
社
　
一
九
八
二
）
所
収

「魏
栄
元
和
他
創
造
的
評
劇
花
瞼
唱
膝
」
を
見
よ
。

（１１
）

倉
石
武
四
郎

『中
国
文
学
講
話
』
（岩
波
新
書
　
一
九
六
八
）。


